
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
展
開
に
つ
い
て

富

沢

霊

岸

　
〔
要
約
】
　
こ
の
論
交
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
強
力
な
封
建
王
政
の
展
開
を
考
察
し
、
そ
の
末
端
組
織
を
補
う
も
の
と
し
て
　
げ
。
鴇
げ
一
》
Φ
諺
。
づ
臥
質
9
Φ
9
一
〇
誹

特
に
　
坤
p
昌
犀
筏
①
恥
σ
q
Φ
の
団
ω
け
Φ
露
量
譜
畦
ぎ
ニ
ロ
一
拝
Φ
α
窟
。
帯
。
け
一
〇
け
　
が
全
国
的
規
模
に
お
い
て
法
令
化
さ
れ
た
事
の
重
要
性
を
述
べ
、
　
次
ぎ
に
具
体
的

な
封
建
王
政
の
発
展
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
　
e
　
王
領
地
、
　
⇔
　
幾
多
の
公
共
税
徴
収
、
　
⇔
　
領
主
法
廷
と
公
共
法
廷
と
の
関
係
、

㈲
　
公
共
法
廷
の
村
法
－
1
村
落
共
同
体
の
象
徴
と
し
て
の
一
管
轄
権
と
云
う
様
な
問
題
を
提
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
領
主
権
に
与
え
た
影
響
を
考

幻
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

イギリス封建王政の展開について（當沢）

序

　
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
研
究
は
近
年
頓
に
専
門
化
し
、
地
域
的
な
具

体
的
な
構
造
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
昨
年
コ
ス
ミ
ソ
ス
キ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
同
学
者
待
望
の
農
業
史
を
公
刊
し
、
極
め
て
ボ
レ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
に

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
研
究
の
問
題
点
を
整
理
し
た
感
が
あ
る
。
こ
の

問
題
作
は
直
ち
に
国
内
学
界
誌
に
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
あ
げ
ら

れ
た
問
題
点
の
う
ち
特
に
筆
者
に
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
、

彼
の
所
謂
〃
非
典
型
的
マ
ナ
ー
”
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
際
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

論
文
〃
十
三
世
紀
の
賦
役
地
代
と
金
納
地
代
”
よ
り
一
歩
進
め
た
点

は
、
マ
ナ
ー
と
村
落
と
の
問
題
1
…
こ
れ
は
極
め
て
史
料
的
に
困
難

の
多
い
課
題
で
あ
る
様
だ
が
一
で
あ
り
、
今
後
の
マ
ナ
ー
研
究
は

こ
の
一
点
に
凝
集
さ
れ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
σ

　
就
中
彼
の
云
う
小
マ
ナ
ー
、
つ
ま
り
一
村
落
を
数
飼
の
マ
ナ
ー
に

分
け
た
場
合
の
小
マ
ナ
ー
が
、
構
成
上
特
異
な
性
格
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
成
立
、
発
展
、
崩
壊
の
全
過
程
に
、
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常
に
不
完
全
な
る
も
の
と
し
て
つ
き
ま
と
い
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー

の
正
常
な
る
展
開
を
阻
み
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
特
異
性
を
編
み

出
し
て
来
る
感
が
あ
る
。
特
に
、
小
マ
ナ
ー
の
領
主
が
彼
の
云
う
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

く
各
地
域
、
各
州
の
ナ
イ
ト
層
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
世
を
通
じ
て

ナ
イ
ト
層
は
地
方
行
政
の
第
一
線
に
、
特
に
ピ
①
σ
q
Φ
ω
缶
①
鵠
誌
且
勺
ほ
－

目
巳
時
代
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
・
三
世
時
代
の
封
建
王
政
展
開
の
鋤
σ
q
①
9

と
し
て
極
め
て
重
要
な
行
政
史
的
役
割
を
果
し
た
も
の
ぞ
あ
る
故
に
、

小
マ
ナ
ー
の
社
会
経
済
史
的
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
小
マ
ナ
ー
領
主
と
し
て
の
ナ
イ
ト
層
の
地
方
史
に
演
じ
た
行
政

史
的
意
義
を
も
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
綜
合
し
て
、
小

マ
ナ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
ム
瓜
に
お
け
る
出
能
義
を
、
W
単
に
典
（
型
的
…
マ

ナ
ー
に
対
す
る
非
典
型
的
マ
ナ
ー
、
不
完
全
マ
ナ
ー
と
し
て
理
解
す

る
だ
け
ぞ
な
く
、
更
に
積
極
的
に
、
小
マ
ナ
ー
の
進
展
に
対
し
否

定
的
に
働
き
か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
事
、
又
、
小
マ
ナ
ー
領
主
と
し

て
の
ナ
イ
ト
層
が
主
題
の
強
力
な
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
担
い
手
と

し
て
、
典
型
的
大
マ
ナ
ー
領
主
層
の
発
展
に
対
し
、
此
れ
亦
あ
る
意

味
ぞ
否
定
的
に
働
き
か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
事
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
所
で
今
、
コ
ス
ミ
ソ
ス
キ
ー
の
指
摘
し
た
非
典
型
的
マ
ナ
ー
、
小

マ
ナ
ー
、
ナ
イ
ト
層
に
関
す
る
問
題
を
、
正
面
に
据
え
て
取
扱
う
丈

け
の
材
料
は
持
た
な
い
が
、
然
し
同
様
の
問
題
意
識
よ
り
発
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
強
力
な
封
建
王
政
の
展
開
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ

ー
領
主
権
の
あ
り
方
に
如
何
な
る
制
約
、
変
容
が
加
え
ら
れ
た
か
と

云
う
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
大
陸
封
建
制
に
見
ら
れ
な

い
所
の
王
権
と
封
建
領
主
権
と
の
並
立
、
両
者
の
相
互
間
の
相
互
制

約
関
係
の
中
に
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
領
主
権
の
特
色
、
そ
の
限
界
等
を

再
検
討
し
、
延
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
理
解
に
資
し
た
い
と

思
う
訳
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
進
展
と
云

う
主
題
は
、
単
な
る
法
制
史
的
・
行
政
史
的
関
心
の
み
に
限
ら
れ
ず
、

そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
封
建
領
主
権
を
ど
の
様
に
制
約
し
た
か
、
或
い
は

又
、
そ
れ
と
ど
の
様
に
妥
協
し
て
行
っ
た
か
と
云
う
観
点
を
持
つ
時
、

イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
進
展
と
云
う
問
題
竜
亦
、
よ
く
社
会
経
済
史

的
考
察
の
対
象
た
り
得
る
、
更
に
は
マ
ナ
ー
研
究
の
一
環
た
り
得
る

の
ぞ
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
①
銅
｝
囚
。
の
鑓
冒
路
ざ
ω
貯
鼠
Φ
の
貯
爵
Φ
卜
σ
q
欝
誌
き
霞
ω
8
蔓
亀

　
国
昌
σ
q
㌶
⇔
α
貯
島
Φ
お
夢
O
三
二
q
●
お
切
⑦
’

　
②
鼻
》
凶
。
ω
B
β
路
ざ
ω
銭
乱
8
ω
餌
巳
竃
o
g
畷
濁
。
暮
ω
首
爵
Φ
H
ω
－
．

　
夢
O
魯
9
曼
．
（
切
O
O
⇔
。
　
誕
一
ω
け
。
　
国
Φ
〈
’
　
く
O
一
・
　
＜
H
目
。
　
一
Φ
㎝
Q
◎
。
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③
O
Q
ε
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①
ρ
畠
呂
・
＜
・
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イギリス封建王政の展開について（富沢）

一

　
中
世
封
建
社
会
は
、
あ
る
意
味
で
は
封
建
領
主
権
の
行
わ
九
る
私

的
支
配
圏
を
細
胞
と
す
る
聚
合
体
で
あ
る
と
云
え
る
が
、
勿
論
そ
れ

ら
の
細
胞
が
整
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
図
式
的
に
考
え
る
事
は
出

来
ず
、
寧
ろ
、
領
主
支
配
権
に
も
種
々
な
差
別
が
あ
り
、
且
つ
そ
れ

ら
が
重
複
し
て
い
る
様
な
複
雑
な
例
の
方
が
多
い
様
で
あ
る
。

　
元
来
封
建
的
特
権
と
は
、
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ブ
が
云
う
様
に
、
あ
る

意
味
で
〃
王
権
よ
り
切
り
取
っ
た
も
の
で
、
王
及
び
王
の
役
人
達
が

全
社
会
を
法
的
政
治
的
に
直
轄
出
来
な
か
っ
た
時
代
の
産
物
で
あ
り

…
…
…
公
権
の
分
散
で
あ
る
…
：
：
…
：
そ
し
て
そ
れ
ら
の
特
権
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

べ
て
王
か
ら
の
譲
与
に
由
来
し
て
い
る
”
も
の
と
云
え
よ
う
。
故
に

特
権
と
云
う
も
の
は
、
個
人
が
公
共
の
州
・
郡
法
廷
に
あ
る
王
の
権

利
、
或
い
は
そ
の
一
部
を
獲
得
し
た
も
の
ぞ
あ
る
と
云
え
る
の
ぞ
あ

る
が
、
完
全
に
領
地
・
領
民
を
所
有
し
そ
れ
に
関
す
る
全
権
を
所
有

し
て
い
る
も
の
、
そ
の
領
民
の
ω
。
犀
Φ
裁
判
権
だ
け
を
所
有
し
て
い

る
も
の
、
或
い
は
単
に
托
身
だ
け
の
権
し
か
得
て
い
な
い
も
の
等
が

　
⑤

あ
り
、
こ
の
露
な
特
権
の
種
々
相
は
征
服
に
よ
っ
て
電
決
し
て
完
全

に
均
質
化
し
得
な
か
っ
た
の
ぞ
あ
り
、
又
征
服
当
時
ノ
ー
Z
、
ク
州

Ω
簿
。
犀
9
0
ω
①
郡
勾
汐
。
ぼ
妙
旨
に
住
む
》
昌
p
導
と
云
う
男
の
様
に
、

エ
リ
ー
修
道
院
に
托
身
し
、
該
修
道
院
が
彼
に
関
す
る
　
℃
Φ
諾
。
づ
巴

ω
o
犀
Φ
（
人
格
に
か
か
る
裁
判
権
、
〈
霞
ω
諺
富
目
蜂
。
ほ
巴
ω
o
園
Φ
）
を
持
つ
た

が
、
…
既
に
エ
ド
ワ
ー
ド
構
階
悔
王
が
ラ
ム
ゼ
ー
点
手
密
ω
Φ
団
修
貼
遍
院
に

Ω
効
。
騨
9
0
ω
①
郡
の
住
民
の
ω
o
園
Φ
を
持
つ
事
を
認
可
し
て
い
た
の

で
、
此
の
男
の
ω
O
冨
は
ラ
ム
ゼ
ー
修
道
院
に
も
本
来
属
し
て
い
た

事
と
な
る
。
つ
ま
り
エ
リ
ー
修
道
院
長
の
持
つ
ω
o
犀
①
は
》
轟
暮
の

℃
興
の
。
づ
巴
ω
o
犀
Φ
に
の
み
限
ら
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
又
、
征
服
当

時
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
ω
鉱
σ
q
き
鳥
が
ノ
ー
そ
，
ク
州
の
国
恥
㍗

ω
黒
目
郡
（
H
＼
b
⊃
　
げ
¢
け
Ω
邑
Φ
口
）
に
ω
艮
①
を
持
っ
て
い
た
が
、
エ
リ
ー

修
道
院
長
も
同
郡
の
℃
巴
げ
p
田
村
に
の
。
搾
鉱
9
⇒
α
を
持
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
℃
巳
冨
日
村
に
つ
い
て
は
大
司
教
の
8
旨
ぎ
鼠
鉱
ω
o
吋
Φ
と

エ
リ
ー
修
道
院
長
の
8
蓬
皆
。
は
巴
ω
o
犀
Φ
と
が
重
複
し
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
封
建
領
主
達
が
そ
の
封
建
的
権
限

を
拡
大
せ
ん
と
し
て
8
退
寮
。
は
巴
ω
o
犀
Φ
の
拡
大
を
図
り
、
他
人
の

づ
Φ
諺
。
質
巴
ω
o
吋
Φ
を
も
侵
し
て
行
っ
た
結
果
、
　
つ
い
重
複
し
た
と
云

　
　
　
　
　
　
⑥

う
も
の
ぞ
あ
ろ
う
。

　
勿
論
封
建
的
特
権
は
、
或
い
は
封
建
領
主
権
の
封
建
的
特
権
の
拡

大
は
、
必
ず
し
も
重
複
せ
ず
、
整
合
的
に
進
ん
だ
場
合
も
あ
る
。
例
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え
ば
ノ
ー
フ
ァ
ク
州
の
し
d
き
冨
日
村
に
エ
リ
ー
修
道
院
に
托
身
し

た
三
人
の
自
由
人
が
あ
っ
た
が
、
征
服
後
次
第
に
修
道
院
長
の
，
ω
○
片
Φ

下
に
お
か
れ
て
行
き
、
若
し
彼
ら
が
二
人
の
領
主
に
托
身
す
る
様
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
有
地
を
二
つ
に
折
半
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

二
人
の
領
主
の
ω
爵
①
下
に
入
れ
、
名
実
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

8
鎚
9
と
化
し
て
行
こ
う
と
し
た
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
例
よ
り
考
え
ら
れ
る
様
に
、
封
建
的
特
権
に
は
種
女
の

も
の
が
あ
り
、
托
身
に
も
自
由
に
領
主
の
変
え
ら
れ
る
軽
い
も
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
隷
属
に
近
い
屯
の
に
到
る
ま
で
、
又
ω
o
ぽ
Φ
に
も
、
単
な
る
需
撃

ω
o
昌
巴
ω
o
吋
Φ
よ
り
8
畦
㍑
O
口
宣
ω
o
園
Φ
を
も
含
む
も
の
に
到
る
ま
ぞ

の
変
差
が
あ
り
、
然
も
そ
の
封
建
的
特
権
は
決
し
て
そ
の
ま
ま
永
代

に
置
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
封
建
領
主
権
の
進
展
、
消
長

と
共
に
動
揺
し
、
拡
大
・
縮
小
さ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
っ
た
故
に
、

領
主
権
の
重
複
と
云
う
事
態
を
も
生
む
に
到
る
の
ぞ
あ
る
が
、
一
般

的
傾
向
と
し
て
、
征
服
前
後
よ
り
封
建
的
特
権
は
、
単
な
る
財
政
的

科
料
徴
収
権
よ
り
実
質
的
な
裁
判
権
へ
、
嘗
胆
或
い
は
娼
興
ω
o
昌
普

ω
O
國
①
よ
り
轡
①
肘
弓
搾
。
註
9
一
ω
o
一
（
Φ
へ
、
更
に
δ
0
9
D
一
一
信
鼠
の
α
ぱ
富
。
⇔
一
の
形
成

　
　
　
　
⑨

へ
と
進
み
、
中
庭
・
南
英
の
如
き
典
型
的
マ
ナ
ー
の
多
い
地
方
に
お

い
て
は
、
法
的
単
位
と
し
て
の
ω
o
岸
①
と
経
済
的
単
位
と
し
て
の
マ

ナ
ー
と
が
一
致
し
て
行
く
。
つ
ま
り
の
。
園
Φ
は
マ
ナ
ー
に
改
編
さ
れ
、

ω
o
o
謹
9
p
　
自
由
人
は
例
外
的
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
、
　
次
第
に
マ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

1
法
廷
が
彼
ら
を
吸
収
し
て
行
く
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
具
体
的
に
封
建
的
特
権
と
は
ど
の
様
な
内
容
を
持
つ
も
の

で
あ
る
か
。
　
今
そ
の
二
・
王
の
例
を
見
る
と
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
識
十

王
の
エ
リ
ー
修
道
院
へ
の
　
名
巳
騨
に
は
、
ぼ
p
犀
昏
営
σ
q
ω
註
9
δ

げ
。
触
。
償
α
q
げ
9
け
α
宅
津
ゲ
2
戸
8
一
一
①
昌
鳥
8
p
日
（
金
・
物
納
科
料
徴
収
権
）

9
φ
幽
ぼ
h
鋤
昌
α
q
静
陣
Φ
h
（
領
内
に
お
け
る
罪
人
逮
捕
権
）
”
σ
賦
耳
甫
騨
Φ
（
逃
亡

農
奴
処
罰
権
）
9
口
α
身
H
創
≦
騨
Φ
（
軍
役
不
履
行
者
科
料
徴
収
権
）
堕
　
｝
類
鑓
－

ω
o
片
Φ
（
家
宅
侵
害
罪
取
締
権
）
9
⇔
創
σ
q
同
搾
げ
び
ほ
。
①
（
平
和
破
壊
罪
取
締
権
γ

一
Φ
け
　
】
P
一
の
　
昌
P
9
⇒
　
　
一
り
『
①
　
　
♂
〈
剛
P
Φ
邑
Φ
　
剛
P
Φ
　
一
一
く
Φ
ω
　
P
δ
「
（
一
　
4
¶
O
巴
】
h
　
d
＜
M
ρ
Φ
吐
Φ
　
】
］
「
①

≦
o
蒔
ω
…
…
と
あ
る
。
又
征
服
王
の
毒
葺
に
は
ω
爵
Φ
戦
士
ω
o
屏
Φ

（
訴
訟
聴
聞
・
裁
判
権
）
8
　
p
⇔
Ω
8
9
欝
9
。
昌
α
ぼ
賦
口
σ
Q
け
ぼ
Φ
や
　
げ
9
霞
－

ω
o
犀
Φ
P
p
創
σ
q
ユ
疹
げ
且
o
ρ
　
h
臣
げ
什
≦
騨
ρ
甫
騨
臣
ロ
び
。
同
o
皿
σ
Q
げ
9
。
づ
Ω
甫
聴

納
。
旨
露
。
ヨ
器
ω
p
富
ω
暁
。
凱
の
貯
9
霞
p
ω
ρ
器
①
目
Φ
巳
9
竃
①
ω

ω
β
馨
ぼ
8
凌
P
ω
環
9
ω
自
》
①
吐
ω
億
O
ω
げ
O
ヨ
汐
Φ
ω
（
そ
し
て
彼
の
土
地
に

お
い
て
彼
の
領
邑
に
つ
い
て
償
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
他
の
罰
金
微
収
権
と
）
と

　
⑭

あ
る
。
此
の
特
権
は
、
初
め
は
単
な
る
科
料
徴
収
権
で
し
が
な
か
っ

た
が
、
征
服
前
後
よ
り
漸
く
実
質
的
な
開
廷
権
を
意
味
す
る
も
の
と
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な
っ
て
行
き
名
実
共
に
裁
判
権
を
確
立
し
て
行
く
－
但
し
領
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
っ
て
異
る
が
（
後
述
）
一
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
　
一
応
征
服
当

時
の
封
建
的
特
権
と
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
密
々
冗
長
に
流
れ
る
事
を
恐
れ
つ
つ
そ
の
他
の
も
の
を
例
与
す
る

と
、
芝
Φ
磐
旨
ぎ
の
8
ひ
ω
r
男
Φ
8
目
修
道
院
が
H
ω
ξ
マ
ナ
ー
（
○
舗
o
p
・
）

に
つ
い
て
、
矢
張
り
如
上
の
裁
判
権
を
持
つ
た
が
、
．
そ
の
外
匠
回
讐
－

鴇
O
O
ぎ
貯
讐
（
盗
賊
裁
判
権
）
”
ω
げ
吋
Φ
9
⇔
α
げ
q
づ
紆
Φ
ロ
（
州
・
郡
法
廷
の
諸

義
務
よ
り
の
免
除
ソ
の
O
O
計
σ
q
鮎
9
α
鋤
づ
Φ
σ
Q
Φ
H
鳥
Φ
け
O
・
よ
り
も
自
由
で
あ

　
⑬つ

た
。
又
同
様
な
特
権
は
、
デ
ヴ
オ
ン
州
、
国
図
Φ
8
び
ヒ
d
9
践
Φ
修
道

院
が
ω
げ
①
焦
。
塊
9
0
げ
Φ
昌
げ
Φ
暦
隣
の
全
領
地
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
特

　
　
　
　
　
　
⑭

権
に
も
見
ら
れ
、
又
野
州
、
↓
9
＜
簗
o
o
犀
修
道
院
は
、
臼
自
証
の
8
0
醤

領
に
お
い
て
如
上
の
特
権
の
外
に
、
戦
時
に
軍
人
を
給
付
す
る
義
務

貯
励
q
ω
Φ
吐
く
8
①
や
橋
梁
維
持
の
義
務
ぴ
目
賦
σ
q
①
ぞ
O
触
犀
、
城
砦
防
備
の

義
務
0
9
ω
菖
Φ
甫
O
同
署
　
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
公
共
義
務
よ
り
自

由
で
あ
っ
た
事
が
》
Φ
9
Φ
冒
①
α
王
（
㊤
刈
G
Q
I
回
〇
一
①
）
時
代
の
。
げ
錠
8
巳

　
　
　
　
⑯

に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
般
に
エ
ド
ワ
ー
ド
繊
悔
王
時
代
は
ω
磐
Φ

簿
口
創
ω
o
園
①
云
々
の
特
権
が
極
め
て
広
く
与
え
ら
れ
た
時
期
と
思
わ

れ
、
特
に
大
土
地
所
有
者
、
芸
界
領
主
達
に
は
大
体
一
定
の
基
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
っ
て
一
様
に
如
上
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
征
服
後
の
。
冨
血
塗
㌧
≦
同
額
等
に
は
、
国
家
的
な
公
共
下
等

よ
り
の
免
除
と
云
う
言
葉
が
、
例
え
ば
ヘ
ン
リ
ー
二
世
時
代
よ
り
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

求
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
州
知
事
へ
の
補
助
金
ω
げ
Φ
泣
頃
、
の
巴
伽
と
か
、

又
郡
の
お
Φ
＜
Φ
へ
の
補
助
金
、
　
或
い
は
王
が
臨
時
に
徴
収
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
あ
っ
た
公
共
税
の
如
き
も
の
8
日
白
。
ロ
Φ
α
Q
①
冠
信
匿
、
更
に
領
主

に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
法
以
来
取
締
を
厳
重
に
さ
れ
た
パ

ソ
・
ビ
ー
ル
法
令
》
の
ω
冒
Φ
O
臥
し
d
触
＄
創
簿
⇔
Ω
》
δ
等
よ
り
免
除
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑲

れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
以
上
、
主
題
よ
レ
離
れ
て
所
謂
封
建
領
主
の
特
権
を
、
王
の
法
廷
、

州
・
郡
法
廷
と
云
う
公
共
法
廷
に
帰
属
す
る
権
限
の
自
己
疎
外
と
云

う
角
度
よ
り
、
そ
の
内
容
と
思
わ
れ
る
も
の
を
乱
雑
に
並
べ
た
が
、

普
通
云
わ
れ
る
所
の
封
建
社
会
と
は
、
そ
う
云
う
可
成
り
広
範
囲
に

亘
る
封
建
領
主
権
、
或
い
は
そ
の
様
な
特
権
の
支
配
圏
と
云
う
も
の

を
細
胞
と
す
る
聚
合
体
で
あ
る
と
も
云
え
る
。
然
も
そ
の
様
な
治
外

法
権
の
場
が
、
征
服
後
そ
の
細
胞
の
壁
を
益
々
厚
く
し
、
そ
の
特
権

内
容
を
益
々
高
め
て
行
く
傾
向
は
否
め
ず
、
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ブ
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

謂
σ
窪
胃
痛
巴
ぼ
山
型
δ
P
も
行
わ
れ
、
例
え
ば
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

司
教
領
》
瓦
ぎ
σ
q
8
β
マ
ナ
ー
（
囚
Φ
糞
）
　
の
如
く
エ
ド
ワ
ー
ド
繊
悔

王
時
代
b
。
H
ω
巳
§
σ
q
の
も
の
が
征
服
王
の
時
崔
ω
巳
琶
σ
q
に
軽
減
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さ
れ
た
り
一
そ
の
評
価
は
翫
①
b
。
．
h
β
拶
国
）
よ
り
恥
困
O
O
b
。
O

ψ
（
P
即
毒
し
と
上
昇
し
て
い
る
の
に
一
、
　
又
俗
界
に
あ
っ
て

竜
、
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
州
ピ
①
o
Φ
宣
α
①
の
男
爵
ω
一
≦
9
触
覚
の
領
地
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
届
ぼ
α
Φ
中
①
ぼ
α
①
の
賦
課
が
免
除
さ
れ
た
り
す
る
様
に
、

益
々
各
封
建
領
主
の
特
権
は
よ
り
広
く
よ
り
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
封
建
制
は
征
服
前
よ
り
征
服
後
に
か
け
て
よ
り
純
粋
な
あ

り
方
に
向
っ
て
い
た
事
は
明
白
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
が
若
し
全
く
そ
の
様
な
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
あ
の
様
に
強
力
な
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
が
発
展
す
る

場
は
何
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
一
応
地
方
分
権
制
に

相
反
す
る
性
格
を
も
つ
限
り
、
征
服
後
の
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
進

展
と
云
う
事
実
、
封
建
領
主
権
の
高
度
化
と
云
う
事
実
は
王
政
の
進

展
を
阻
害
し
た
事
は
疑
え
な
い
。
　
封
建
王
政
が
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
一

世
・
三
世
時
代
に
特
に
顕
著
に
そ
の
性
格
を
呈
示
す
る
様
に
、
何
よ

り
も
先
づ
封
建
社
会
の
秩
序
づ
け
、
正
当
な
る
封
建
的
特
権
の
擁
護

を
指
標
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
封
建
社
会
と
全
く
背
反
す
る
性

　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

格
を
も
つ
竜
の
で
な
い
と
云
う
意
味
に
お
い
て
も
、
そ
の
様
な
秩
序

づ
け
を
し
、
擁
護
を
す
る
事
の
出
来
る
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
基
礎
は
何

処
に
あ
っ
た
か
と
云
う
問
題
は
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
事
実
イ
ギ
リ
ス
中
世
に
強
力
な
王
政
の
進
展
を
見
た
の
は
、
王
国

の
五
分
の
一
乃
至
七
分
の
一
を
占
め
る
王
領
地
を
基
礎
に
国
王
が
最

大
の
封
建
領
主
と
し
て
他
を
圧
倒
し
て
い
た
と
云
う
外
に
、
単
に
封

建
領
主
的
支
配
関
係
で
割
り
切
る
事
の
出
来
な
い
社
会
関
係
、
公
共

的
諸
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
以
上
に
冗
長
に
述
べ

た
封
建
領
主
権
の
そ
の
実
態
は
ど
う
ぞ
あ
っ
た
か
、
何
か
そ
こ
に
限

界
、
濃
淡
と
云
う
様
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
封
建
王
政
の
進
展

を
可
能
な
ら
し
め
る
場
を
提
供
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今

此
の
様
な
観
点
に
立
っ
て
本
論
を
進
め
て
行
き
た
い
が
、
順
序
と
し

て
先
づ
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
進
展
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
て
来
る
事
情
を

見
、
そ
れ
が
発
展
の
場
と
思
わ
れ
る
竜
の
を
あ
げ
て
若
干
の
私
見
と

展
望
を
提
示
し
て
諸
先
学
の
御
叱
正
を
得
た
い
と
思
う
。

④
≦
8
σ
q
目
註
。
酔
同
畠
房
げ
ω
o
o
δ
蔓
ぼ
夢
Φ
二
元
O
魯
ε
曼
”
お
O
。
。
り

や
一
〇
。
。
●

⑤
旨
藁
噂
や
お
メ
愚
身
と
ω
o
片
Φ
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
ω
o
犀
Φ
に

は
本
文
中
の
唱
の
冠
ω
O
ロ
巴
ω
O
昇
ρ
澄
畦
詳
O
畦
㌶
一
の
O
犀
Φ
の
区
別
が
あ
り
、

又
、
そ
れ
ら
の
ω
o
渥
Φ
一
般
に
、
法
廷
に
服
す
る
も
の
と
、
只
単
に
財
政

的
支
配
に
服
す
る
だ
け
の
も
の
と
あ
り
。
　
ζ
臼
①
ひ
B
悶
①
跨
げ
げ
。
団
鋤
霜
野

匪
の
ぎ
℃
艮
o
o
h
田
ざ
お
㎝
ピ
℃
・
㎝
メ
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⑥
嵐
田
①
ひ
。
や
舞
こ
召
・
鵯
1
。
。
．
　
　
⑦
二
陣
9
慧
・
⑦
b
。
一
。
。
・

③
薩
α
’
　
⑨
譲
α
‘
や
ω
ρ
及
び
く
貯
。
α
q
壁
α
o
控
。
Ψ
9
£
や
回
b
。
。
。
・

⑩
＜
貯
O
α
q
邑
9
q
O
跨
”
o
や
。
罫
℃
づ
．
H
ω
野
デ
ー
ソ
ロ
ー
地
方
の
様
な
マ
ナ
ー

化
の
進
ま
な
か
っ
た
地
域
に
は
、
の
。
犀
①
と
マ
ナ
ー
が
一
致
せ
ず
、
然
も

の
。
閑
①
を
強
い
て
マ
ナ
ー
と
呼
ん
で
い
る
場
合
が
極
め
て
多
い
。

⑪
鍵
筐
撃
ε
・
鼠
£
憲
’
b
。
O
…
メ
　
⑲
詮
α
ご
や
ト
。
。
。
’

⑬
国
．
≦
ρ
U
p
急
Φ
の
》
園
轟
Φ
の
㌶
頃
⑦
α
q
β
目
》
温
す
乞
。
H
導
9
・
旨
。
浸
臼
．
．

＜
O
一
●
H
。
Z
9
㎝
b
つ
・

⑭
3
§
匂
累
。
●
㎝
○
。
・

⑮
毘
菩
①
凝
℃
↓
9
謀
三
蹟
諺
び
び
Φ
畷
℃
や
b
。
●

⑯
潅
げ
び
曾
α
q
讐
。
や
9
け
こ
づ
●
卜
。
O
圃
．
に
エ
ド
ワ
ー
ド
王
が
裁
判
権
を
広
く
与

　
え
た
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
会
領
主
に
は
大
体
一
定
の
基
準
で
特

権
が
与
え
ら
れ
た
事
は
、
幻
。
σ
q
①
ω
鐙
巴
①
σ
q
q
旨
跨
黙
『
q
δ
i
裟
。
目
琶
9
口
け
。
頃
慈
B

＜
o
ド
H
・
Z
o
・
卜
⊃
ω
b
⊃
に
、
征
服
王
が
び
⑦
毛
Φ
の
．
O
Q
“
頃
p
昌
窪
。
の
修
道
院
へ

　
ノ
ー
フ
ァ
ク
州
の
毒
P
犀
O
誹
マ
ナ
ー
を
与
え
た
が
、
　
〃
王
国
の
貴
族
達
に

　
よ
り
、
王
の
認
可
を
経
て
建
て
ら
れ
た
他
の
教
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
特

　
権
と
同
じ
特
権
を
以
て
該
マ
ナ
ー
を
所
有
す
べ
し
”
と
あ
る
事
よ
り
窺
わ

　
れ
る
。

⑰
冨
。
跨
ジ
↓
冨
竃
Φ
象
①
〈
巴
国
昌
α
q
謝
げ
ω
冨
ユ
ゑ
8
日
ω
O
ρ
や
b
。
隠
①
．

⑲
例
え
ば
後
出
史
料
×
目
等
参
照
。

⑲
℃
轟
の
鴇
6
謬
図
の
富
器
ω
o
h
g
o
≦
H
9
）
民
間
げ
9
ざ
や
。
。
メ

⑳
≦
ぎ
ひ
Q
戦
巴
。
搾
。
や
鼠
台
‘
》
．
ミ
ゆ
・

⑳
、
暑
寒
‘
や
H
謬
・
9
。
昌
α
や
H
。
。
目
．

⑫
ω
貯
ζ
鍵
臣
8
頃
。
言
爵
ρ
↓
げ
①
日
三
蓉
㊦
魯
夢
○
撃
貯
受
”
嬉
“

ω
刈
①
～
Q
。
。
。
ρ
　
一
二
七
〇
年
代
よ
り
行
わ
れ
た
特
権
調
査
は
特
権
の
由
来
を

正
し
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
註
⑰
等
照
。

：

　
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
七
王
国
の
中
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
が
八
世
紀
頃

よ
り
興
隆
し
、
九
世
紀
初
頃
セ
ル
デ
ィ
ッ
ク
王
朝
エ
グ
バ
ー
ド
王
時

代
よ
り
南
英
に
覇
を
唱
え
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
前
後
よ
り
外
敵
デ
ー

ソ
人
の
侵
入
を
機
に
、
却
て
イ
ギ
リ
ス
の
統
一
が
促
進
さ
れ
、
そ
の

後
カ
ヌ
ー
ト
王
の
強
力
な
外
国
人
支
配
、
特
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王

に
初
ま
る
ノ
ル
マ
ソ
王
朝
の
支
配
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
の
統
一
は
益

女
固
く
、
、
大
陸
的
封
建
制
の
導
入
と
共
に
国
王
の
中
央
集
権
制
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

o
霞
昼
鴨
Φ
σ
Q
貯
の
成
長
、
州
知
事
乃
至
白
δ
忽
α
o
ヨ
ぎ
陣
ら
を
通
じ

た
地
方
行
政
の
把
握
を
伴
っ
て
推
進
さ
れ
て
来
る
事
は
周
知
の
所
で

あ
る
が
、
先
づ
ノ
ル
マ
ソ
征
服
前
の
サ
ク
ソ
ン
社
会
に
イ
ギ
リ
ス
王

政
組
織
が
ど
の
様
に
現
わ
さ
れ
て
来
る
か
、
又
王
政
の
発
展
に
対
し

末
端
の
サ
ク
ソ
ン
社
会
が
ど
の
様
に
対
応
し
た
か
を
二
・
三
の
点
に

視
野
を
限
っ
て
考
察
し
た
い
。

　
ウ
エ
セ
ッ
ク
ス
王
国
の
地
方
行
政
組
織
は
、
既
に
八
世
紀
初
頭
の

イ
ソ
王
時
代
よ
り
、
恐
ら
く
種
族
的
な
基
盤
論
壇
e
q
昏
に
基
く
、
そ
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し
て
上
か
ら
の
王
国
の
行
政
区
分
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
様
で
あ
る

が
、
各
地
域
の
p
剴
玉
目
9
ロ
と
呼
ば
れ
る
地
方
貴
族
が
、
ω
質
酵
①
σ
q
凪
¢
の

と
し
て
司
教
と
同
様
な
祉
会
的
地
位
を
誇
り
つ
つ
、
そ
の
行
政
区
域

の
豪
族
と
し
て
大
き
な
封
建
的
支
配
力
を
維
持
し
つ
つ
、
且
つ
又
司

教
ら
と
共
に
王
国
の
≦
騨
Φ
量
σ
q
①
霞
。
け
の
メ
ム
バ
ー
と
し
て
。
蓬
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

目
①
σ
q
δ
を
構
成
し
て
お
り
、
正
は
そ
の
様
な
巴
α
里
下
き
の
支
持
の

下
に
王
国
を
保
持
し
て
い
た
の
ぞ
あ
る
。
そ
し
て
推
測
を
許
さ
れ
る

な
ら
ば
、
そ
の
様
な
国
家
組
織
が
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
の
七
王
国
統
一
後

も
続
き
、
七
王
国
時
代
の
国
王
・
豪
族
ら
を
強
大
な
鉱
α
段
日
磐
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
り
＄
ユ
と
し
て
行
き
、
そ
れ
ら
数
人
の
＄
二
及
び
従
来
の
ウ

ェ
セ
ヅ
ク
ス
の
巴
O
段
臼
9
φ
ら
の
共
同
体
と
し
て
の
国
家
組
織
を
保

持
し
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
云
う
迄
も
な
く
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
方
の
、
つ
ま
り
サ
ク
ソ
ン
七
王
国
の
貴
女
の
伝
統
的
行
政
区
劃
は

そ
の
儘
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
竜
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
的
行
政
区
劃

を
押
し
つ
け
ら
れ
る
事
は
な
か
っ
た
が
、
統
二
が
進
む
と
共
に
次
第

に
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
的
行
政
区
劃
に
近
付
け
ら
れ
て
行
く
。

　
所
で
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
的
な
地
方
行
政
と
は
結
論
的
に
云
え
ば
州

・
郡
制
度
に
外
な
ら
な
い
が
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
陵
昧
で
あ
る
。

既
に
古
く
よ
り
州
ω
o
貯
　
の
如
き
行
政
区
分
が
作
ら
れ
て
い
た
事
は

上
述
し
た
が
、
そ
の
地
域
の
人
女
は
、
彼
ら
の
首
長
p
・
匡
平
目
碧

（
睦
ω
O
同
属
謹
P
P
）
の
下
に
戦
争
・
治
安
維
持
に
従
っ
て
い
た
事
は
、
八

世
紀
中
期
、
九
世
紀
の
内
戦
記
、
デ
ー
ソ
戦
争
並
等
に
見
ら
れ
る
様

　
　
⑰

で
あ
る
。
然
し
又
、
八
世
紀
中
期
の
イ
ソ
王
の
≦
①
鴇
ω
9
図
o
p
い
9
名
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
は
、
　
囚
ぎ
σ
q
．
ω
σ
q
①
巴
Φ
砂
鴇
囚
猷
σ
q
．
ω
目
Φ
Φ
＜
Φ
と
云
わ
れ
る
も
の
が
あ

り
、
筥
O
霞
軽
四
⇔
肖
り
地
位
の
低
い
行
政
官
で
は
あ
る
が
、
特
に
王

の
行
政
官
と
云
わ
れ
て
い
た
、
事
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ケ
ン

ト
の
例
で
は
、
彼
ら
の
活
動
は
8
《
毘
ε
⇔
（
各
ω
o
寄
の
中
心
）
に

集
申
さ
れ
て
お
り
、
王
税
・
公
共
税
の
徴
収
に
当
り
、
又
軍
事
的
に

も
玉
よ
り
軍
の
長
と
し
て
指
名
さ
れ
巴
q
曾
臼
き
を
援
助
し
、
又
彼

に
次
ぐ
司
法
権
を
持
ち
、
慣
行
的
事
例
に
つ
い
て
は
普
α
2
欝
9
ゆ
を

挨
た
ず
に
σ
Q
①
目
①
貯
に
よ
り
h
o
斎
日
0
9
に
お
い
て
裁
判
さ
れ
た
と

云
わ
れ
る
。
つ
ま
り
p
ユ
凌
霞
ヨ
9
夢
ω
o
罵
ヨ
9
ゆ
は
ω
o
騨
の
集
会
を
主

宰
し
た
が
、
ひ
q
①
目
①
h
p
は
各
ω
o
吋
に
出
来
つ
つ
あ
る
（
暦
。
《
鉱
貯
β
の

周
辺
に
つ
く
ら
れ
て
行
く
）
　
王
領
一
地
に
闘
囚
す
る
皿
集
会
を
開
い
た
繰
恢
ぞ
、

エ
セ
ル
ス
タ
ソ
王
（
Φ
駅
i
心
O
）
時
代
よ
り
そ
の
触
○
嘱
鉱
け
§
が
9
昌

と
呼
ば
れ
、
げ
償
島
を
行
政
中
心
と
し
た
9
お
犀
巴
鷲
＄
が
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
拡
大
さ
れ
て
行
く
。
び
霞
σ
q
げ
毘
げ
錠
p
σ
Q
Φ
の
測
定
調
査
は
、
そ
の

意
味
で
9
昏
の
支
配
、
囚
貯
σ
q
、
の
σ
q
興
Φ
賦
の
支
配
権
の
拡
大
、
延
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イギリス封建王政の展器について（窟沢）

い
て
は
王
政
の
組
織
的
発
展
を
物
語
る
も
の
と
云
え
る
が
、
当
時
の

ロ
ン
ド
ン
の
び
。
目
8
σ
q
げ
に
属
す
る
H
¢
＆
o
冨
Ω
巳
欝
自
の
い
β
ロ
幽
o
p
δ

に
は
、
百
人
よ
り
成
る
弓
島
。
Φ
自
⇔
詳
を
作
っ
て
い
る
外
に
、
初
め

て
、
菌
ぎ
σ
q
．
ω
σ
Q
①
目
Φ
賦
の
支
配
圏
を
i
従
来
の
巴
Ω
①
門
竃
9
づ
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
で
な
く
！
1
ω
O
吋
と
呼
び
初
め
て
い
る
。

　
然
し
、
び
蔑
σ
q
げ
巴
胃
＄
的
行
政
が
明
確
に
州
・
郡
的
行
政
に
交
代

し
、
飯
護
．
ω
σ
Q
興
Φ
貯
が
の
。
酵
点
Φ
Φ
く
①
あ
げ
①
邑
漆
に
交
代
す
る
の
は
エ

ド
ガ
ー
王
時
代
（
⑩
切
Q
◎
一
謡
）
、
各
ω
o
騨
が
王
の
課
税
地
区
と
し
て
の

音心

`
を
持
ち
、
各
肉
に
園
貯
σ
q
、
ω
σ
q
霞
Φ
壁
。
吐
　
h
Φ
Φ
〈
④
が
お
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
様
に
な
っ
た
頃
で
あ
り
、
冨
象
。
㌶
Ω
巳
鐙
け
δ
目
O
巳
。
巳
Φ
に
見

ら
れ
る
州
・
郡
制
へ
の
動
き
、
エ
セ
ル
ス
タ
ソ
王
時
代
の
び
霞
σ
Q
び
巴

象
珍
誌
9
の
巨
⇒
σ
q
、
の
σ
Q
①
お
貯
。
目
旨
①
＜
Φ
は
謂
わ
ば
過
渡
期
を
示
す

も
の
ぞ
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
様
な
、
州
・
郡
制
の
成
立
を
伴
う
州
知
事
の
げ
Φ
鼠
凍
の
勃

興
は
、
十
世
紀
の
地
方
行
政
の
中
央
集
権
過
程
、
王
政
の
組
織
的
進

展
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事

は
、
州
知
事
は
、
上
述
9
目
σ
q
げ
鉱
9
話
9
に
お
け
る
王
の
行
政
官
・

治
安
官
と
し
て
現
わ
れ
る
だ
け
ぞ
な
く
、
旧
来
の
　
の
。
罵
に
お
け
る

巴
q
興
三
囲
詳
o
o
9
Φ
ω
の
代
理
と
し
て
、
つ
ま
り
証
。
①
8
旨
Φ
の
と
し

て
、
元
来
巴
α
①
厭
導
鋤
昌
に
帰
属
し
て
い
た
の
。
解
の
司
法
権
、
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

権
を
行
使
す
る
様
に
も
な
っ
た
事
で
あ
る
。
即
ち
州
知
事
は
、
単
に

王
政
の
鋤
α
q
①
馨
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ω
o
マ
の
9
。
冠
霞
ヨ
9
貫
目
。
ヨ
①
ω

の
代
行
者
、
後
継
者
と
し
て
も
成
長
し
て
来
る
訳
で
、
十
世
紀
の
こ

の
様
な
州
知
事
の
勃
興
事
情
は
、
当
時
の
王
権
の
成
長
を
物
語
る
と

同
時
に
、
　
又
そ
の
限
界
を
も
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
征
服

前
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
進
展
は
、
各
ω
o
酵
の
魁
α
興
露
鋤
P

o
o
諺
①
ω
ら
の
権
力
を
借
り
、
　
彼
ら
と
妥
協
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な

い
と
云
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

　
征
服
前
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
限
界
は
、
又
げ
。
目
貫
蜂
匡
づ
σ
q

o
冠
ヰ
鋤
⇔
オ
営
Φ
α
σ
Q
Φ
ω
矯
の
8
鑓
と
云
う
保
証
、
相
互
保
証
制
の
発
展
に

も
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
源
流
は
可
成
り
古
く
潮
る
事
が
出
来
る
が
、
全
自
由
人
は

ぴ
。
聴
戸
の
貫
①
蔓
　
を
持
つ
べ
し
と
云
う
規
定
は
遠
く
イ
ン
王
の
法

（
ρ
①
8
）
よ
り
十
世
紀
に
入
っ
て
エ
ド
ワ
ー
ド
王
の
法
、
（
ρ
8
0
）

エ
セ
ル
ス
タ
ソ
王
の
法
、
（
O
・
8
0
）
エ
ド
ガ
ー
王
の
法
（
Ω
④
紹
i
胡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

等
に
再
三
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
全
自
由
人
が
℃
窪
ω
8
累
差
9
①
？

け
δ
⇒
を
持
つ
べ
し
と
云
う
法
規
は
、
　
封
建
的
関
係
の
成
立
を
促
進

す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
王
令
に
よ
り
ほ
ぼ
王
国
一
般
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に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
王
国
の
平
和
、
共
同
体
の
平
和
の
末
端
を
組

織
す
る
も
の
、
延
い
て
は
王
政
の
限
界
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
の

意
義
を
持
つ
た
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。

　
所
が
十
一
世
紀
に
入
っ
て
有
名
な
カ
ヌ
ー
ト
王
の
法
（
ρ
μ
O
お
一

。。

早
j
で
は
、
十
二
才
以
上
の
全
自
由
人
は
鼻
ぼ
昌
σ
q
十
人
組
に
編
入
さ

れ
て
互
い
に
互
い
砂
行
動
を
監
視
せ
し
め
ら
れ
、
郡
法
廷
の
℃
o
腎
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

戴
⇔
騨
た
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
十
世
紀
の
び
。
ヨ
と
十
一
世

紀
カ
ヌ
ー
ト
王
の
法
以
後
ノ
ル
マ
ソ
時
代
に
か
け
て
出
て
来
る
こ
の

口
雪
ぎ
σ
q
竜
坤
9
昌
生
際
Φ
鳥
σ
q
①
の
団
ω
言
録
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
然
し
、

げ
0
9
は
づ
Φ
房
o
p
既
肩
0
8
0
二
〇
⇒
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
の
に
対

し
、
後
者
は
洋
紅
ぎ
怯
毘
N
Φ
α
只
0
8
0
け
δ
ロ
　
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
り
、
カ
ヌ
ー
ト
王
以
後
ノ
ル
マ
ソ
王
朝
に
か
け
て
の
強

力
な
外
国
人
支
配
に
よ
り
地
方
行
政
が
組
織
化
さ
れ
て
来
た
結
果
、

げ
。
昏
　
の
如
き
個
六
の
自
由
人
の
行
動
保
証
と
云
う
無
体
系
な
平
和

維
持
対
策
よ
り
も
、
地
域
的
な
体
系
的
な
平
和
維
持
対
策
と
し
て

蜂
三
昌
σ
q
猟
量
器
甘
①
q
σ
q
①
ω
団
の
8
ヨ
が
生
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

州
・
郡
制
に
よ
る
王
政
の
組
織
的
発
展
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
る
事

が
出
来
よ
う
。
ヴ
イ
ノ
グ
ラ
ド
7
は
更
に
、
そ
の
蜂
ぼ
⇒
σ
Q
が
大
体

ε
≦
⇒
の
試
℃
に
当
る
と
し
、
王
政
単
位
と
し
て
の
郡
の
の
環
7
象
く
芭
8

が
葺
ぼ
φ
σ
q
－
一
8
≦
⇔
の
げ
首
と
極
め
て
積
極
的
に
村
落
共
同
体
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
説
明
し
て
い
る
。

　
然
し
乍
ら
、
征
服
前
の
イ
ギ
リ
ス
王
政
は
、
到
底
全
村
落
、
全
村

民
を
把
握
し
得
る
程
強
力
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
寧
ろ
当
時
の

封
建
社
会
化
の
動
き
に
押
さ
れ
て
、
弱
体
な
も
の
不
徹
底
な
も
の
と

考
え
ち
れ
、
モ
リ
ス
が
云
う
様
に
、
そ
の
弱
体
を
か
ば
い
、
補
足
す

る
意
味
に
お
い
て
〃
王
朝
は
℃
o
℃
強
襲
。
§
町
。
ロ
が
消
滅
し
そ
う

に
な
っ
た
時
に
そ
の
》
8
巳
母
8
⇔
窪
。
躍
の
機
構
を
受
け
継
ご
う
と

　
⑧

し
た
”
の
で
あ
り
、
私
な
り
に
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
し
自
己

の
弱
体
を
か
ば
い
つ
つ
発
展
の
方
向
を
求
め
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
b
o
a
錠
。
魯
跨
。
目
の
機
構
と
は
「
要
す
る
に
基
本
的
に
は
村

落
集
会
で
あ
り
、
又
村
落
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
の
自
治
的
平
和

維
持
組
織
馨
ぼ
昌
σ
q
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
し
て
、
全
自
由
人
を
葺
ぼ
ロ
σ
q
や
跨
簿
一
片
覧
Φ
α
α
q
①
の
団
磐
Φ
糞

に
編
入
し
、
蜂
窪
P
σ
Q
乃
至
村
落
共
同
体
の
平
和
を
保
た
せ
、
そ
れ

を
郡
法
廷
毎
に
ま
と
め
て
、
州
知
事
が
年
二
回
の
調
査
監
督
、
く
δ
≦

o
h
｛
清
鑑
且
①
α
σ
q
Φ
を
行
う
事
と
す
る
。
即
ち
、
征
服
前
の
イ
ギ
リ
ス

王
政
は
、
村
落
共
同
体
の
平
和
維
持
と
云
う
自
治
的
自
生
的
な
組
織

を
利
用
し
、
そ
の
活
動
に
期
待
し
、
そ
れ
が
強
化
を
奨
め
て
王
政
の
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進
展
の
途
を
求
め
て
行
っ
た
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
又
、
そ
の
蹄
9
巳
（
覧
①
α
σ
q
①
の
団
ω
け
Φ
ヨ
・
も
、
全
国
一
円
に
行
わ
れ
た

も
の
ぞ
な
く
、
北
英
・
西
英
の
遠
隔
の
地
に
は
こ
の
組
織
が
生
れ
な

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
っ
た
。
こ
れ
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
指
唆
す
る
様
に
、

王
政
の
不
徹
底
な
地
域
で
あ
っ
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ

の
ロ
。
着
時
p
鼻
血
①
α
σ
q
①
地
方
は
、
自
治
的
平
和
維
持
組
織
を
欠
如
し

て
い
た
た
め
に
、
極
め
て
官
僚
制
的
な
平
和
維
持
体
制
が
採
用
さ
れ

　
　
⑧

て
お
り
、
各
州
に
よ
り
夫
々
の
特
徴
は
あ
る
が
、
王
国
の
或
は
封
建

領
主
個
人
の
器
ユ
＄
艮
ω
o
h
9
Φ
℃
＄
8
が
任
命
さ
れ
て
居
り
、
彼

ら
が
州
知
事
に
協
力
し
て
治
安
維
持
に
当
っ
て
い
た
。
然
し
辺
彊
に

位
置
す
る
此
ら
8
〒
坤
9
第
三
Φ
α
α
Q
①
地
方
は
、
　
可
成
り
騒
乱
が
多

く
且
つ
の
Φ
ユ
①
P
馨
ω
O
h
9
¢
b
Φ
9
8
ら
の
収
賄
が
甚
し
く
、
ヰ
鋤
づ
宥

覧
巴
σ
q
①
地
方
よ
砂
も
不
安
で
あ
り
、
　
チ
ェ
シ
ャ
ー
の
如
き
は
罪
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
隠
れ
場
の
如
き
状
を
呈
し
て
い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
葺
ぽ
b
σ
q
植
旨
簿
巳
（
覧
①
価
α
Q
①
ω
団
ω
8
日
の
強
化
即
ち
村
落

共
同
体
の
自
［
治
平
和
維
慌
狩
組
織
、
モ
リ
ス
の
云
う
眉
O
b
岳
P
目
o
O
⇔
窪
O
目

の
利
用
、
更
に
は
質
。
⇒
一
膳
9
け
騨
域
Φ
α
α
Q
Φ
地
方
即
ち
王
政
・
王
令
の

不
徹
底
な
地
域
の
存
在
等
は
、
征
服
前
の
イ
ギ
リ
ス
封
建
玉
政
の
進

展
と
同
時
に
、
又
そ
の
限
界
を
も
露
呈
し
て
い
る
も
の
ぞ
あ
る
が
、

然
し
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
封
建
化
と
云
う
大
勢
の
半
面
に
、

葺
げ
ぎ
σ
q
を
基
礎
と
し
て
各
村
落
の
平
和
治
安
を
保
た
し
め
、
州
・
郡

法
廷
と
云
う
公
共
法
廷
に
お
い
て
王
国
全
体
の
平
和
治
安
を
統
轄
し

て
行
く
と
云
う
国
家
的
平
和
維
持
体
制
が
常
に
社
会
の
封
建
化
過
程

に
付
随
し
て
い
た
事
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
事
で
あ
る
。

　
勿
論
そ
の
際
に
、
く
δ
≦
O
h
、
坤
P
艮
直
直
σ
q
Φ
権
が
あ
る
封
建
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

個
人
に
特
権
の
一
部
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
例
が
少
く
な
く
、
特

に
南
英
∵
中
英
に
多
い
が
、
然
し
聖
界
大
領
主
に
限
ら
れ
て
い
た
様

で
あ
り
、
他
の
裁
判
・
司
法
権
の
様
に
極
く
普
通
に
与
え
ら
れ
て
は

　
　
＠

い
な
い
。

⑳
U
卿
く
貯
ρ
園
Φ
σ
q
Φ
の
霊
．
＜
o
ピ
H
。
頃
．
図
図
区
貝
及
び
宕
9
b
。
卜
⊃
ピ
ゥ
イ
リ

ア
ム
一
世
・
ご
世
時
代
に
、
特
定
の
事
件
調
査
、
財
産
調
査
の
た
め
に
派

遣
さ
れ
た
も
の
。

⑳
竃
。
昌
ジ
。
や
。
団
r
や
“
⊃
’

⑳
ω
貯
ぴ
げ
。
ワ
℃
．
臼
げ
Φ
O
o
⇔
ω
は
9
け
一
〇
け
p
，
一
寓
溢
8
邑
畷
。
団
国
昌
魑
簿
⇔
α
》
O
導
Φ
9

H
O
O
ω
い
蕉
。
ビ
リ
㈱
お
●
①
鋒
α
o
円
巨
P
昌
と
云
う
二
丈
は
州
組
織
の
成
立
と
は

別
個
の
も
の
で
且
つ
よ
り
古
い
も
の
で
あ
り
、
各
州
に
一
人
つ
つ
あ
っ
た

も
の
で
な
く
マ
ー
シ
ア
伯
は
以
前
の
マ
ー
シ
ア
王
国
全
体
を
、
即
ち
、
数

州
を
含
め
て
支
配
し
て
い
た
。

⑳
の
貯
び
び
ρ
　
皆
遂
．
吻
心
9
デ
ー
ン
・
北
英
地
方
は
≦
簿
娼
曾
蒜
9
⊃
犀
ρ
南
東

英
は
量
℃
9
蜀
爵
ρ
　
特
に
ヨ
ー
グ
州
は
三
つ
の
泣
α
冒
σ
q
に
分
れ
そ
れ
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が
ぞ
§
⊃
℃
Φ
昌
鑓
閃
。
に
細
分
さ
れ
て
お
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
州
は
蕪
地
区
に
分

れ
、
特
に
　
冒
ぢ
α
ω
①
鱗
は
更
に
三
つ
の
籾
置
ヨ
σ
q
の
に
、
　
そ
れ
が
又
、
H
跡
。

8
巴
q
o
讐
Φ
の
の
び
皿
誹
母
Φ
P
に
細
分
さ
れ
て
い
た
。

⑰
試
。
同
臣
の
り
。
や
9
8
や
し
。
．

⑳
ぽ
嬢
”
憎
℃
●
蒔
～
○
。
以
下
の
叙
述
は
専
ら
此
れ
に
よ
っ
た
。

⑳
草
鎌
こ
や
9
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
H
O
目
窪
ρ
目
げ
Φ
O
o
⇔
ω
雪
暮
一
〇
p
輸

出
お
8
薫
。
団
ζ
①
象
①
＜
巴
国
昌
σ
q
冨
⇔
9
0
孤
塁
や
H
H
炉
弓
ワ
お
心
～
①
●

⑳
竃
。
ほ
す
。
℃
・
鼻
こ
や
。
。
．
9
昌
α
娼
」
。
。
・

⑳
旨
賦
こ
や
ト
。
O
注
意
す
べ
き
事
は
州
知
嬢
の
勃
興
は
州
・
郡
制
の
成
立

　
と
並
行
し
て
い
る
審
で
あ
る
。

⑫
ま
雛
こ
℃
・
卜
。
一
当
や
ω
c
。
・
特
に
　
巴
島
賃
臼
節
U
が
数
州
を
兼
任
す
る
様

　
に
な
っ
て
か
ら
州
知
事
が
代
行
す
る
と
云
う
傾
向
が
急
と
な
る
、

　
且
つ
巴
◎
①
触
B
鋤
質
の
数
も
減
じ
て
行
く
。
そ
の
具
体
酌
な
数
は
　
0
げ
曽
鳥
－

≦
甘
F
ω
ε
巳
Φ
ω
○
昌
　
》
郎
σ
q
δ
一
ω
勉
属
O
o
　
H
ロ
ω
鼠
ε
江
。
昌
ω
●
　
O
簿
日
び
邑
一
創
σ
q
①

　
H
り
0
9
噂
や
・
嵩
b
っ
一
り
9
に
あ
る
様
で
あ
る
が
筆
者
は
見
る
事
が
串
来
な
か

　
つ
た
。
な
お
田
中
正
義
氏
「
ノ
ル
マ
ン
朝
成
立
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王

　
領
に
つ
い
て
」
西
洋
史
学
一
九
年
譜
⑳
参
照
。

⑳
ω
8
毒
錠
什
1
し
d
邑
。
≦
戸
臼
ロ
Φ
ω
興
噺
①
9
。
艮
ω
o
h
些
①
娼
Φ
曽
8
首
諸
①
α
一
－

　
Φ
＜
夢
。
一
国
郎
σ
q
冨
β
α
声
誉
筥
①
。
。
》
摺
餌
降
。
げ
①
ω
譜
巴
H
り
ω
①
ψ
づ
・
り
b
⊃
．
　
及
び

　
竃
。
叢
す
。
や
。
害
℃
℃
・
回
9
　
此
れ
は
囚
ぎ
α
q
、
ω
○
魯
Φ
貯
の
管
轄
す
る
所

　
で
あ
り
、
怠
っ
た
場
合
は
お
O
の
．
の
重
い
罰
金
を
負
っ
た
。

⑳
ω
3
嵩
9
。
目
掌
響
。
毒
静
。
や
。
誉
↓
竈
・
8
1
少
ω
ε
げ
び
ρ
o
℃
．
o
許
⑳
馬
弓

　
玉
詠
讐
㎎
は
、
時
々
地
方
行
政
の
単
位
と
し
て
の
ぎ
≦
P
ω
び
首
と
同
様
に

　
見
ら
れ
、
治
安
上
も
、
げ
。
誉
と
云
う
℃
Φ
議
。
づ
鉱
。
賊
σ
q
曽
乱
ω
曽
江
。
口
と
は

異
な
り
、
郡
の
下
部
組
織
と
し
て
行
政
的
地
域
単
位
と
し
て
の
意
義
を
持

　
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

⑯
＜
ぎ
。
σ
q
巴
巴
。
酔
国
畠
ま
げ
ω
。
。
翼
団
ぎ
夢
Φ
目
白
O
象
ε
q
℃
竈
．

轡
㊤
圃
一
○
◎
●
及
び
註
⑳
参
照
。

⑳
ζ
。
畦
寅
日
冨
0
8
ω
践
ε
謡
。
昌
鉱
田
ω
8
曙
。
同
国
眞
冨
昌
P
b
’
嵩
①
・

⑳
ω
害
毒
鎚
7
切
8
毛
茸
。
や
9
“
讐
。
げ
掌
D
》
・
＜
H
H
卸
魯
四
や
く
H
囲
い
藤
原
浩

「
申
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
領
主
的
支
配
と
村
」
史
学
雑
誌
6
6
の
3
、
参
照
。

⑳
ω
房
毒
節
目
7
切
邑
O
≦
炉
等
罷
4
0
び
節
℃
・
＜
H
H
や
や
㊤
幽
～
①
に
お
い
て
、

　
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
、
特
に
工
捗
ガ
ー
王
の
法
に
よ
り
げ
。
魯
が

全
国
に
遍
く
行
わ
れ
た
菓
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
び
。
筈
は
、
平

　
和
維
持
が
集
団
的
に
行
わ
れ
た
跨
帥
コ
露
営
①
山
α
q
Φ
ω
団
ω
審
ヨ
の
地
域
に
お

　
い
て
は
次
第
に
そ
れ
と
交
替
さ
れ
て
行
く
が
、
坤
”
薪
割
冨
Φ
鳥
σ
q
Φ
の
行
わ
れ

　
な
か
っ
た
地
域
で
は
　
℃
Φ
『
も
ワ
O
ロ
巴
し
D
質
目
Φ
蔓
と
し
て
の
び
O
讐
は
領
士
山
口

　
判
権
の
成
長
と
共
に
年
無
個
人
の
の
①
ユ
雷
暮
ω
鼠
爵
Φ
や
＄
o
Φ
の
任
命

　
に
よ
り
持
続
さ
れ
、
発
展
せ
し
め
ら
れ
る
と
云
う
。

⑳
．
チ
ュ
シ
ャ
ー
は
所
謂
∩
鐸
Φ
書
付
勺
四
一
四
寓
昌
9
什
㊦
　
で
鵠
¢
σ
q
げ
。
団
》
＜
目
9
U
－

o
げ
Φ
ω
伯
の
下
に
あ
り
、
州
全
体
に
関
す
る
α
q
鎚
⇔
幽
ω
①
ユ
①
9
艮
の
。
｛
夢
。

　
娼
①
簿
O
①
と
そ
の
下
に
二
〇
一
一
二
名
の
　
8
q
p
蔓
ω
Φ
こ
．
が
あ
り
伯
の

　
平
和
が
保
た
れ
て
い
た
が
、
又
一
方
自
知
薬
の
下
に
　
げ
①
留
同
尻
。
団
夢
Φ

　
唱
Φ
曽
8
が
各
郡
毎
に
あ
り
、
　
王
の
平
和
を
司
ど
っ
て
い
た
。
　
時
．
々
伯
の

　
ω
Φ
ユ
Φ
餌
暮
ω
と
州
知
事
と
の
利
害
は
対
立
し
た
が
大
体
州
知
穿
に
協
調
し

　
て
い
た
と
謂
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
、
グ
ラ
ム
、
カ
ン
バ
ー

　
ラ
ン
ド
、
　
ヨ
ー
ク
シ
ャ
等
は
大
体
同
様
な
組
織
で
、
　
各
領
地
に
関
す
る

　
び
錠
O
巴
巴
ω
Φ
具
と
州
知
事
の
下
に
各
山
号
に
あ
る
9
目
。
叫
鉱
ω
①
ユ
＄
艮
の
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廟
。
目
Φ
即
。
財
。
臨
写
⑦
げ
q
P
母
＆
．
と
が
あ
り
、
夫
々
領
内
の
平
和
、
郡
の

平
和
を
司
ど
っ
た
が
、
　
矢
張
り
州
知
壌
に
協
調
し
て
い
た
。
　
ω
審
≦
山
溝
1

ゆ
8
ミ
炉
O
》
9
け
こ
O
げ
勉
や
H
’
や
目
目
・

⑳
ω
け
①
ぞ
鴛
亨
b
ご
巴
。
芝
量
。
や
。
ぎ
。
冨
や
囲
’
（
騨
）
昏
（
一
）
竈
●
8
1
。
。
O
●

⑪
例
∵
兄
ば
エ
リ
ー
僧
院
　
（
竃
巌
Φ
が
O
唱
．
O
罫
℃
弓
。
卜
⊃
Q
◎
一
）
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ッ

ク
修
道
院
（
問
一
昌
げ
φ
聴
σ
q
い
O
娼
’
O
一
堂
℃
℃
屑
・
卜
⊃
O
刈
　
融
）
ク
・
ー
ラ
ン
ド
修
道
院

（
℃
四
ひ
q
O
　
　
日
げ
Φ
国
ω
鉾
餌
叶
Φ
ω
　
O
h
　
O
↓
O
零
一
曽
昌
O
　
　
》
び
げ
Φ
唄
●
娼
O
。
　
H
刈
I
o
Q
）
因
み

に
同
じ
村
で
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
州
O
o
窪
①
P
げ
曽
旨
村
の
様
に
、
O
巴
。
零
冨
⇒
q

諺
σ
げ
Φ
唄
の
く
δ
零
O
｛
坤
田
口
舜
9
Φ
α
σ
q
①
と
曽
団
び
済
げ
O
娼
の
そ
れ
と
が
行

わ
れ
る
地
区
に
分
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
聯
つ
ま
り
一
村
落
が
数
個
の
マ

　
ナ
ー
よ
り
成
る
場
合
に
は
そ
の
様
な
事
が
起
り
得
た
。
又
封
建
領
主
の
そ

れ
と
州
知
事
の
そ
れ
と
が
行
わ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
浩
前
掲

論
文
参
照
。

⑫
冒
ぎ
ω
o
詳
力
Φ
o
q
Φ
ω
3
巴
①
σ
q
宣
旨
．
＜
9
H
【
．
即
×
×
日
●
州
、
郡
法
廷

　
へ
の
提
訴
義
務
よ
り
免
除
さ
れ
て
い
る
例
は
可
成
り
多
い
が
、
　
＜
δ
毒
o
h

坤
簿
p
犀
嘗
Φ
α
槻
Φ
よ
り
の
免
除
は
稀
れ
で
あ
っ
た
。

三

　
イ
ギ
リ
ス
王
政
は
征
服
と
共
に
留
女
強
化
さ
れ
た
事
、
又
そ
れ
が

イ
ギ
リ
ス
社
会
の
封
建
化
の
傾
向
と
並
行
し
て
行
っ
た
事
は
周
知
の

所
で
あ
る
が
、
征
服
後
、
中
央
政
庁
に
は
原
始
的
な
。
霞
昼
捲
σ
q
δ

よ
り
大
法
院
○
冨
琴
①
蔓
、
大
蔵
局
↓
お
霧
劇
団
が
発
展
分
化
し
、

更
に
十
二
世
紀
初
頭
に
大
蔵
局
よ
り
会
計
営
団
図
。
げ
①
ρ
信
興
が
分
出

し
、
大
法
官
○
げ
p
琴
①
ぎ
触
、
大
蔵
大
臣
↓
暁
＄
ω
霞
興
と
共
に
会
計

院
長
国
麟
。
げ
Φ
ρ
O
Φ
同
ら
の
高
官
が
出
、
更
に
そ
れ
ら
を
統
轄
し
王
の

不
在
中
は
そ
の
代
理
を
務
め
る
最
高
司
法
官
冒
ω
孤
2
錠
が
早
く
も

ル
ー
フ
ス
王
時
代
よ
り
現
わ
れ
る
。

　
然
し
こ
の
様
な
ノ
ル
マ
ソ
王
朝
時
代
の
中
央
行
政
組
織
の
発
展
分

化
と
相
挨
っ
て
、
地
方
行
政
も
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
線
に

沿
っ
て
更
に
強
化
さ
れ
、
州
知
事
の
地
方
行
政
に
お
け
る
存
在
意
義

は
益
々
重
要
と
な
り
、
州
・
郡
法
廷
に
お
け
・
る
裁
判
司
法
権
、
州
の

徴
兵
三
等
を
持
ち
、
益
々
頻
繁
に
出
さ
れ
る
中
央
政
庁
の
法
令
の
伝

達
に
当
り
、
そ
れ
丈
け
に
よ
り
一
層
王
朝
の
手
先
と
し
て
、
地
方
分

権
を
阻
止
す
る
意
味
で
、
益
々
地
方
伯
、
豪
族
ら
を
抑
え
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

利
用
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
、
州
・
郡
共
同
体
の
集
会
を
司

ど
り
つ
つ
所
謂
≦
8
0
0
日
Φ
ω
と
し
て
地
方
の
豪
族
化
し
、
王
政
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

忠
実
な
る
担
い
手
た
る
事
を
拒
否
す
る
傾
向
を
孕
ん
で
来
る
。
そ
し

て
所
謂
ピ
①
α
q
①
ω
国
Φ
口
早
9
地
目
ぎ
一
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
時
代
は
正
に
そ
の
様
な
輻
憂
し
た
事
情
の
中
に
あ
っ
て
、
漸
く
又

会
計
院
を
中
心
に
中
央
行
政
機
関
が
官
庁
と
し
て
の
組
織
を
持
つ
様

に
な
り
、
そ
こ
に
生
れ
て
来
る
官
僚
層
が
又
王
の
意
志
と
は
別
個
に
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⑬

そ
れ
よ
り
独
立
し
て
成
長
す
る
傾
向
を
見
せ
、
又
頓
に
盛
ん
と
な
る

立
法
活
動
、
そ
う
し
た
諸
法
令
・
法
文
の
累
積
も
亦
王
個
人
の
独
断
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

専
制
を
阻
止
す
る
も
の
と
し
て
成
長
し
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
は
、

王
と
そ
れ
ら
封
建
官
僚
と
の
共
同
体
と
し
て
互
い
に
他
を
牽
制
し
利

用
し
つ
つ
進
展
し
て
行
く
、
つ
ま
り
、
王
は
そ
れ
ら
封
建
貴
族
、
領

主
層
を
自
己
の
配
下
に
入
れ
て
い
る
と
同
時
に
又
封
建
貴
族
、
領
主

層
の
構
成
す
る
中
央
地
方
の
官
僚
の
勢
力
に
規
定
さ
れ
、
　
一
方
封
建

貴
族
、
領
主
層
は
、
王
の
官
僚
と
し
て
王
国
の
平
和
、
治
安
、
行
政

の
一
部
を
担
当
す
る
事
に
よ
り
自
ら
封
建
的
勢
力
の
増
大
を
図
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
国
王
自
身
が
、
そ
れ
ら
封
建
領
主
的
支
配
権
を
、

王
国
の
平
和
が
実
現
さ
れ
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
保
護
し
て
い
た
の

　
　
　
⑭

で
あ
り
、
末
端
に
つ
い
て
は
こ
の
様
な
封
建
領
主
的
支
配
権
に
依
存

し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
U
Φ
σ
q
Φ
ω
踏
①
藁
葺

℃
ユ
津
一
時
代
、
如
何
に
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
基
礎
が
強
力
に
樹
立

さ
れ
た
と
は
云
え
、
な
お
以
上
の
様
な
限
界
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
又
そ
の
限
界
こ
そ
が
封
建
王
政
の
特
質
と
云
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
今
、
以
上
の
様
な
事
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
当
時
の
一
連
の
立
法
を

み
た
い
が
、
い
Φ
σ
q
①
ω
鵠
①
⇔
甑
鼠
剛
慧
匿
一
に
始
ま
り
、
ヘ
ン
リ
ー
二
世

時
代
に
入
っ
て
Ω
母
Φ
p
山
。
づ
法
（
置
①
①
）
客
。
冠
簿
四
臼
讐
。
母
法
（
一
旨
①
）

等
と
繰
返
さ
れ
る
諸
法
よ
り
主
題
に
関
連
し
て
特
に
次
ぎ
の
三
点
を

強
調
し
た
い
。

　
先
づ
第
一
点
は
、
州
・
郡
の
公
共
法
廷
に
つ
い
て
、
そ
の
開
廷
時

期
、
場
所
、
方
法
、
規
定
等
は
征
服
前
よ
り
の
習
慣
伝
統
を
踏
襲
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

且
つ
規
則
正
し
く
開
廷
す
る
様
に
定
め
た
事
で
あ
り
、
封
建
制
が
進

展
し
、
私
的
領
主
裁
判
権
が
次
第
に
明
確
な
姿
を
と
っ
て
来
る
時
に
、

特
に
Ω
鴛
①
巳
。
脇
士
に
よ
り
、
州
知
事
の
く
δ
毛
。
二
塁
9
巳
も
δ
餌
α
q
①

　
　
　
　
⑲

権
を
強
化
し
、
州
知
事
を
次
第
に
王
政
の
忠
実
な
る
事
務
官
と
し
て

行
く
と
共
に
、
元
来
自
治
的
な
坤
p
艮
覧
①
α
σ
q
Φ
ω
嘱
ω
8
筥
を
上
か
ら

の
王
政
組
織
の
末
端
に
組
入
れ
て
行
っ
た
事
で
あ
る
。
又
犯
罪
調
査

に
つ
い
て
も
勧
州
・
郡
の
十
二
人
の
冨
≦
疑
傍
白
Φ
ロ
ー
ー
ナ
イ
ト
層
、

当
該
村
の
四
人
の
代
表
的
村
民
ら
が
州
知
事
と
共
に
調
査
に
当
り
、

そ
の
調
査
に
つ
い
は
如
何
な
る
特
権
領
地
内
に
も
入
れ
る
権
が
与
え

　
　
　
　
㊥

ら
れ
て
来
る
。
勿
論
そ
れ
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
は
別
と
し
て
、

一
応
条
文
よ
り
は
以
上
の
様
に
、
王
の
裁
判
が
、
州
知
事
ら
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
O
O
づ
乱
餌
吐
O
O
自
躊
の
に
接
近
し
て
行
き
、
謂
わ
ば
、
そ
れ
を
利
用

す
る
段
階
よ
り
支
配
す
る
段
階
へ
と
進
ん
で
行
く
方
向
が
打
出
さ
れ

て
い
る
事
が
窺
わ
れ
る
。
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イギリス封建王政の展開について（富沢）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
次
ぎ
に
重
要
と
思
わ
れ
る
事
は
巡
回
裁
判
制
の
規
則
化
で
あ
り
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
一
・
二
世
時
代
よ
り
　
ζ
誇
一
U
O
B
陣
駄
が
地
方
の
特

定
の
事
件
、
特
定
の
財
産
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
例
が
あ

る
が
、
特
に
Ω
錠
①
口
α
o
⇔
法
後
」
　
巡
回
裁
判
官
に
よ
る
規
則
正
し

い
巡
回
が
規
定
さ
れ
て
来
た
。
そ
し
て
巡
回
裁
判
官
に
は
一
i
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

体
二
・
三
州
つ
つ
を
巡
回
し
た
が
一
当
該
州
の
州
知
事
は
除
外
さ

　
　
　
◎

れ
て
行
き
、
一
一
七
〇
年
の
営
ρ
信
Φ
珍
9
ω
げ
興
漆
等
に
よ
り
州

知
事
の
地
方
豪
族
化
が
避
け
ら
れ
、
　
州
知
事
に
代
り
　
H
け
圏
Φ
鑓
9

費
創
σ
q
Φ
ω
　
巡
回
裁
判
官
と
云
う
新
し
い
官
僚
を
生
ん
で
来
る
が
、
ヘ

ン
リ
ー
二
世
の
巡
回
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
司
法
権
の
中
央
藥
権
政
策

を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
の
法
で
は
、
農
奴
「
以
下
の
人
間
は
王
の

法
廷
に
訴
え
る
事
が
出
来
ず
、
王
は
自
由
人
の
み
に
干
渉
す
る
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

う
政
策
を
は
っ
き
り
打
出
し
て
来
る
点
ぞ
あ
る
。
つ
ま
り
封
建
王
政

は
、
前
述
の
如
く
自
由
人
乃
至
自
由
小
作
人
と
云
う
マ
ナ
ー
外
的
世

界
を
自
己
の
場
と
し
て
進
ん
で
行
く
も
の
で
、
ミ
ラ
ー
は
、
エ
リ
」

司
教
領
の
領
地
経
営
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
ぞ
、
司
教
達
は
自
由
保

有
地
に
つ
い
て
農
奴
保
有
地
程
の
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
書

　
　
　
　
　
　
㊥

及
し
て
い
る
様
に
、
自
由
人
の
マ
ナ
ー
講
成
上
に
占
め
る
意
義
は
少

く
、
逆
に
そ
れ
丈
け
自
由
人
は
公
共
法
廷
、
王
政
の
対
象
と
な
り
、

ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
法
規
定
以
来
周
知
の
賦
し
い
身
分
論
争
を
法
廷
に

起
し
、
特
に
王
法
廷
の
保
護
を
受
け
る
資
格
の
有
無
を
二
っ
て
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
＠

に
も
小
作
人
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
来
る
。

　
以
上
に
掲
げ
た
三
点
は
ヘ
ソ
リ
i
一
・
二
世
時
代
の
立
法
中
特
に

強
調
し
た
い
所
ぞ
あ
っ
た
が
、
謂
わ
ば
、
マ
ナ
ー
外
的
存
在
で
あ
る

自
由
人
の
世
界
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
友
の
構
成
す
る
公
共

法
廷
或
い
は
村
落
集
会
に
立
脚
し
て
、
地
方
豪
族
化
す
る
州
知
事
を

排
除
し
、
代
ゆ
に
王
の
裁
判
官
、
巡
回
裁
判
官
を
手
先
に
強
力
に
王

政
を
推
進
し
て
行
く
基
礎
を
法
規
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
そ
れ
で

は
此
の
高
期
中
世
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
に
お
い
て
、
以
上

の
様
に
封
建
王
政
を
強
力
に
展
開
せ
し
め
た
場
は
一
体
何
処
に
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
此
の
問
題
を
採
り
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
⑱
試
。
ほ
ジ
↓
重
窓
①
象
Φ
＜
巴
局
昌
ひ
q
房
げ
ω
工
臨
蹄
魯
弓
・
嵩
．
b
O
・
器

　
～
O
。
。
・
昏
℃
℃
．
刈
。
。
～
蒔
ω
疑
げ
げ
ρ
o
や
9
什
ご
伽
お
●

　
⑭
竃
O
賊
ユ
ρ
旨
葬
獅
。
げ
巷
。
囲
く
．
δ
偽
一
Q
。
・
州
知
寮
が
自
分
の
州
の
巡
回

　
裁
判
官
を
兼
ね
た
り
、
又
多
く
の
州
を
兼
任
し
た
り
地
方
豪
族
の
実
力
を

　
持
っ
て
来
る
。
そ
の
様
な
弊
害
を
矯
め
る
意
味
に
も
王
は
知
窺
を
號
督
し
、

　
成
可
く
廷
臣
を
知
尊
に
任
用
す
る
政
策
を
と
る
に
到
っ
た
。
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⑮
「
O
げ
ユ
日
。
の
矯
》
ロ
ぎ
貯
＆
自
9
一
露
ぎ
爵
①
諺
創
昆
凱
ω
樗
p
蹴
く
Φ
ロ
一
の
8
蔓

。
豊
海
①
象
。
＜
斜
日
づ
σ
q
貯
昌
9
0
国
国
㍗
H
H
囲
．
姻
日
・
娼
や
も
◎
㎝
－
①
．

⑩
薫
P
鰯
蒔
竈
’
謡
●

⑰
ζ
o
旨
ジ
ω
冨
ユ
塗
9
巷
・
拙
く
も
●
。
。
り
●
客
。
早
書
9
司
教
、
》
び
ぎ
α
q
創
。
口

　
修
道
院
の
特
権
保
護
の
王
令
の
例
示
あ
り
、
又
同
義
σ
①
統
σ
q
℃
↓
9
＜
δ
8
0
観

》
げ
げ
Φ
畷
●
や
ト
⊃
嵩
　
に
あ
る
様
に
〃
封
建
領
主
は
あ
く
ま
で
　
P
彗
δ
”
巴

ω
矯
の
冨
B
o
出
冒
の
自
。
Φ
　
の
一
部
を
担
当
し
て
い
た
”
の
で
あ
り
、
又
逆
に

　
〃
国
家
が
未
だ
充
分
に
全
国
を
支
配
す
る
に
到
っ
て
い
な
か
っ
た
時
に
は
、

封
建
領
主
へ
の
国
家
高
権
の
転
荷
は
国
家
に
貴
重
な
援
助
を
与
え
る
も
の

　
で
あ
っ
た
”
の
で
あ
る
（
諺
．
U
・
℃
o
o
δ
鴇
○
ぴ
嵩
σ
q
9
は
。
昌
の
。
暁
ω
0
9
①
受
冒

図
囲
H
や
図
頃
H
O
Φ
9
入
物
Φ
ρ
娼
．
㎝
一
’
）

⑱
U
o
轟
ぢ
ρ
国
轟
房
げ
田
の
8
目
一
〇
巴
U
o
2
日
雪
ジ
＜
o
ゼ
囲
H
●
℃
9
苫
H
H
’

O
・
螺
9
鶏
・
ピ
①
σ
q
Φ
ω
国
Φ
ロ
ユ
心
懸
臨
巨
一
参
照
。

⑲
謹
恥
．
匂
℃
発
け
囲
H
●
》
’
2
ρ
卜
。
膳
●
↓
げ
Φ
》
の
ω
貯
Φ
o
h
O
ぢ
器
巳
。
昌
・
及
び

ω
貯
σ
び
ρ
o
Ψ
島
r
ゆ
置
H
●

⑩
惹
q
．

＠
ω
宕
び
び
ρ
8
．
島
叶
こ
吻
一
a
・
娼
8
巳
錠
8
霞
け
ω
と
は
ω
置
お
ヨ
o
o
け
℃

げ
⊆
口
脅
Φ
α
導
o
o
け
の
鱗
で
特
に
後
者
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㊥
同
じ
く
ク
ラ
レ
ソ
ド
ソ
法
国
り
σ
⇒
房
げ
譲
の
ぎ
臨
。
巴
U
o
o
氏
ヨ
Φ
纂
ψ
＜
o
ピ

H
H
●
累
O
．
卜
⊃
ド

⑭
司
h
弩
園
蜀
Φ
α
q
昌
Φ
ρ
円
冨
9
Φ
識
2
ω
醇
夢
。
ピ
①
α
q
巴
b
q
導
一
巳
ω
零
9
謡
。
口

o
h
6
寓
隣
①
①
⇔
夢
O
Φ
暮
霞
団
国
”
σ
q
げ
口
9
国
●
即
幻
・
悼
Q
。
ピ

⑧
ω
け
麟
げ
び
ω
b
o
O
●
9
叶
こ
㈱
日
㎝
O
最
山
局
司
法
官
口
O
げ
Φ
答
≦
9
詳
Φ
目
が
リ
チ

ャ
ー
ド
一
世
時
代
一
一
九
四
年
に
法
規
し
た
が
大
憲
章
に
も
繰
返
さ
れ
て

　
い
る
3
凱
ご
曲
目
㎝
9

㊥
》
・
『
娼
。
巳
ρ
o
や
。
霊
”
℃
O
・
回
。
。
1
置
。
　
要
録
由
小
作
人
と
云
っ
て

も
全
部
が
含
ま
れ
ず
制
限
が
あ
っ
た
様
で
　
の
ぼ
H
？
≦
o
目
爵
ざ
げ
¢
p
時
Φ
q
－

≦
P
二
犀
団
の
土
地
所
有
者
と
云
う
所
謂
］
β
O
O
掌
≦
，
訴
び
畷
の
入
に
限
ら
れ

　
て
い
た
。
炉
U
p
＜
δ
の
”
幻
Φ
σ
q
Φ
の
鐙
「
Φ
α
q
O
日
く
。
ピ
H
・
O
O
。
×
属
回
図
一
×
図
図

簿
昌
創
属
9
ω
Φ
9
◎
．

⑯
弓
田
Φ
び
。
や
息
け
‘
O
’
一
ω
卜
⊃
・

㊥
．
○
ぢ
郎
謀
障
Φ
等
法
曹
家
は
一
応
、
給
付
の
不
定
、
旨
O
巳
O
げ
①
叶
の
支
払
い

等
を
以
て
農
奴
と
断
定
す
る
尺
度
と
し
た
が
実
際
は
自
由
人
の
二
r
・
三
男

　
の
農
奴
的
土
地
保
有
、
斐
奴
の
自
由
人
的
土
地
保
有
、
そ
の
導
通
婚
等
に
よ

　
り
極
め
て
判
定
し
難
く
、
極
端
な
例
と
し
て
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ヂ
州
》
¢
び
触
Φ
団

o
h
男
臼
げ
p
日
の
如
き
は
領
主
○
旨
げ
①
冨
o
h
臼
9
昌
団
に
対
し
自
由
人
で
あ

る
旨
を
主
張
し
前
後
九
曜
に
亘
る
長
い
法
廷
論
争
を
経
た
が
未
決
の
ま
ま

遷
延
さ
れ
た
。
何
十
年
と
云
う
長
い
事
件
も
少
な
く
な
か
っ
た
云
う
。

o
暁
ご
勺
。
巳
ρ
o
ワ
。
罫
堕
娼
づ
。
b
⊃
b
。
－
Q
。
●

四

　
先
づ
王
政
の
行
わ
れ
た
場
と
し
て
、
主
国
の
事
々
五
分
の
一
乃
至

七
分
の
一
を
占
め
る
最
大
の
封
建
領
地
で
あ
る
王
領
地
が
考
え
ら
れ

る
が
、
然
し
王
領
地
は
、
つ
ま
り
び
o
o
犀
冨
昌
α
な
ら
ざ
る
剛
○
欝
冨
づ
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

と
し
て
、
古
昔
の
血
縁
組
織
日
＄
σ
q
終
の
伝
統
を
保
つ
意
味
で
非
封

建
的
な
、
そ
の
意
味
で
よ
り
原
始
的
な
公
共
共
同
体
の
面
影
を
維
持
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し
て
お
り
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
自
由
農
民
的
伝
統
が
強

く
、
王
領
地
農
民
は
そ
の
身
分
の
自
由
・
不
自
由
た
る
を
問
わ
ず
王

の
保
護
を
受
け
る
事
が
出
来
、
然
も
　
臼
興
種
目
Φ
α
脅
δ
　
国
餌
ミ
鎚
舞

比
興
舜
H
Φ
鰍
の
≦
臼
9
巨
陣
の
伝
統
を
持
つ
王
領
地
は
、
そ
の
後
仮
令

あ
る
私
人
、
封
建
領
主
の
手
に
渡
さ
れ
て
も
、
昔
日
の
王
領
地
農
民

の
法
的
特
権
、
経
済
的
特
権
を
維
持
し
て
行
く
程
で
あ
る
が
、
然
し

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
王
領
地
は
最
大
の
封
建
領
主
と
し
て
の
王
の
封

建
的
支
配
下
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
否
定
出
来
ず
、
今
、
封
建

社
会
に
お
け
る
王
政
の
行
わ
れ
る
場
と
し
て
事
新
し
く
王
領
地
を
取

上
げ
る
事
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
只
だ
王
は
王
国
最
大
の
領

主
と
し
て
の
祉
会
的
経
済
的
基
礎
を
充
分
具
有
し
て
い
た
事
を
指
摘

す
る
だ
け
に
留
め
、
此
処
で
は
王
領
地
外
の
一
般
聖
俗
界
封
建
領
地

に
お
い
て
如
何
に
王
政
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、
又
如
何
な
る
も
の
を

基
礎
と
し
て
王
政
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、
更
に
そ
こ
に
行
わ
れ
て
い

る
封
建
領
主
権
は
王
政
組
織
に
よ
り
ど
の
程
度
の
限
界
を
強
い
ら
れ

て
い
た
か
と
云
う
問
題
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
第
一
と
し
て
直
属
封
建
領
主
に
対
す
る
給
付
ぼ
窪
ぼ
獣
。

ω
興
野
。
Φ
と
は
異
っ
た
、
．
直
属
封
建
領
主
よ
り
上
の
直
系
封
建
領
主

I
i
そ
の
究
極
は
王
に
外
な
ら
な
い
が
一
に
対
す
る
給
付
h
o
艮
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ω
①
O
ω
Φ
捌
く
搾
①
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。

　
つ
ま
り
封
建
領
主
へ
、
或
い
は
そ
の
他
の
群
小
土
地
所
有
老
へ
、

土
地
が
販
売
・
譲
渡
等
に
よ
り
動
か
さ
れ
る
場
合
、
o
げ
9
跨
Φ
同
が
出

さ
れ
る
が
、
大
抵
の
場
合
そ
の
領
地
領
畏
に
関
す
る
裁
判
・
行
政
権

が
与
え
ら
れ
、
更
に
あ
ら
ゆ
る
世
俗
界
の
微
発
・
義
務
よ
り
自
由
で

あ
る
と
云
う
文
句
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
i
教
会
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
は
そ
の
所
有
を
坤
9
づ
騨
9
。
一
日
O
貫
β
と
呼
ば
れ
る
が
一
二
ス
テ

ソ
ト
ソ
の
編
纂
し
た
十
二
世
紀
デ
ー
ソ
ロ
ー
地
方
の
中
小
修
道
院
に

関
す
る
史
料
に
つ
い
て
み
る
と
、
略
々
十
分
の
一
位
の
割
合
で
1

但
し
此
処
に
集
録
さ
れ
て
い
る
。
げ
9
言
訳
は
ど
の
程
度
全
般
に
亘
っ

た
も
の
か
不
明
で
あ
る
一
〃
但
し
剛
O
円
ぎ
の
①
○
ω
Φ
堅
く
ぱ
Φ
は
除
く
”

と
云
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。

1
国
q
O
q
げ
鳥
Φ
菊
9
◎
ヨ
》
巴
α
Q
P
が
内
耳
び
団
僧
院
（
い
①
貯
ω
・
）
へ
囚
跨
げ
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
d
Φ
目
9
。
房
（
ピ
Φ
圃
8
・
）
に
あ
る
彼
の
全
直
領
地
を
寄
進
。

　
「
そ
の
時
か
ら
毎
年
、
全
徴
発
ゼ
奉
仕
の
代
り
に
、
私
及
び
私
の
子
孫
に
十

ニ
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
支
払
う
事
…
…
そ
し
て
此
の
寄
進
に
応
え
て
園
丁
げ
畷
僧

院
長
及
び
僧
侶
達
は
私
に
二
十
マ
ル
ク
銀
を
支
払
つ
た
…
…
そ
の
た
め
に
私

は
…
…
彼
ら
が
、
平
和
に
、
名
誉
を
以
て
、
｛
o
種
融
ω
①
o
o
ω
興
丘
9
0
を
除
い

　
て
、
自
由
に
安
ら
か
に
所
有
し
占
有
す
る
事
を
欲
す
る
。
」
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■
刻
巴
h
O
h
6
げ
O
厭
悔
①
が
O
げ
9
0
0
欝
び
①
僧
…
院
（
り
自
O
機
け
一
μ
始
叶
O
］
P
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

臼
げ
。
暁
℃
①
ω
o
p
零
げ
く
笛
①
（
ゼ
①
一
。
ω
し
の
ニ
ヴ
ァ
ー
ゲ
イ
ト
を
寄
進
。

　
「
…
…
そ
れ
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
、
私
及
び
私
の
子
孫
の
諸
特
権
と

共
に
、
永
遠
な
る
嵜
進
と
し
て
、
自
由
に
安
ら
か
に
所
有
し
占
有
す
る
事
。

但
し
団
。
臨
づ
ω
①
8
ω
興
≦
Ω
o
を
除
く
、
（
私
或
い
は
私
の
子
孫
に
帰
属
す
べ

き
）
全
負
担
・
徴
発
の
代
り
に
、
そ
の
時
よ
り
毎
年
復
活
祭
に
私
及
び
私
の

子
孫
｝
に
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
払
う
事
：
：
：
。
」

ス
テ
ソ
ト
ソ
の
史
料
は
始
ど
教
会
関
係
の
O
冨
溝
Φ
目
ぞ
あ
っ
て
俗

界
例
は
少
い
が
、
そ
の
俗
界
の
土
地
移
譲
状
に
は
、
聖
界
の
そ
れ
よ

り
も
ω
』
β
o
ω
Φ
H
乱
9
0
｛
o
ユ
昌
ω
①
o
o
の
文
句
が
多
い
様
で
あ
る
。

皿
冒
匿
α
Φ
9
罠
が
ニ
マ
ル
ク
銀
ぞ
、
羅
魯
静
Φ
≦
留
蜜
匿
薯

の
妻
ζ
9
雌
Ω
へ
0
巴
≦
①
印
（
い
ぼ
。
ω
し
の
二
農
舎
と
ニ
ボ
ヴ
ェ
イ
ト

　
　
　
⑧

を
売
っ
た
。

　
「
そ
の
マ
チ
ル
ダ
は
、
か
の
ハ
ラ
ル
ド
の
下
に
自
由
に
安
ら
か
に
該
土
地
全

部
を
占
有
す
る
。
但
し
団
。
旨
ω
Φ
8
ω
2
＜
巨
。
を
除
く
（
彼
ら
ハ
ラ
ル
ド

ら
に
帰
属
す
べ
き
）
全
奉
仕
の
代
り
に
、
毎
年
か
の
ハ
ラ
ル
ド
及
び
彼
の
子

孫
に
一
ポ
ン
ド
の
胡
”
椒
を
聖
ヒ
d
9
巳
①
縄
ω
祭
に
支
払
う
事
：
：
：
。
」

W
　
幻
O
げ
①
溝
o
h
≦
①
麟
が
彼
の
親
族
≦
湿
す
黛
幻
信
跨
信
ω
へ
芝
①
印

の
一
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
と
ゆ
O
β
夢
。
円
℃
近
く
の
ニ
エ
ー
カ
！
の
牧
草
地
を

　
　
　
⑧

与
え
た
。
（
い
ぎ
8
．
）

　
「
自
由
に
安
ら
か
に
（
所
有
す
る
事
）
但
し
暁
胃
貯
ω
Φ
8
ω
興
≦
9
0
を
除

く
（
私
達
に
帰
属
す
べ
き
）
全
奉
仕
の
代
り
に
、
毎
年
乱
し
d
o
ω
巳
貯
ω
祭
に

私
達
に
ニ
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
う
事
…
－
。
」

V
チ
ェ
ス
タ
ー
伯
の
。
琶
9
で
な
さ
れ
た
霞
琶
①
9
α
①
寄
－

昌
＄
謹
℃
と
彼
の
ヨ
勲
ρ
空
。
げ
9
a
o
団
搾
σ
《
■
と
の
間
で
な
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
⑧

最
後
的
な
妥
協
。

　
「
彼
G
・
の
他
の
四
ボ
ニ
ィ
ト
の
土
地
を
、
毎
年
G
・
及
び
彼
の
子
孫
に
十

　
ニ
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
う
事
で
保
有
す
る
事
、
又
そ
の
時
よ
り
そ
れ
に
属
す

　
る
h
o
誌
諺
①
o
o
の
興
薄
鼠
。
を
行
う
事
…
…
。
」

　
そ
の
他
は
つ
き
り
と
王
へ
の
奉
仕
と
雪
つ
た
も
の
が
あ
る
。

W
閤
心
立
臨
①
9
臣
句
Φ
目
見
9
H
ω
一
か
ヒ
9
旨
σ
q
げ
嘱
僧
院
（
い
①
一
8
’
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ω
O
ヨ
④
同
ぴ
団
（
い
。
一
〇
の
’
）
の
一
ヴ
ァ
ー
ゲ
イ
ト
を
寄
進
。

　
「
私
に
帰
属
す
べ
き
全
世
俗
的
奉
仕
よ
り
自
由
に
、
（
即
ち
）
例
外
な
し
に
、

　
王
へ
の
奉
仕
を
除
く
が
、
私
に
帰
属
す
る
他
の
奉
仕
と
同
様
に
　
ω
o
¢
鐙
σ
脅
6

　
（
軍
役
免
除
金
）
よ
り
も
自
由
に
（
占
有
す
る
事
）
…
…
。
」

皿
　
》
σ
Q
ロ
Φ
ω
O
隔
○
同
げ
団
砂
か
ゆ
郎
一
賦
づ
σ
q
け
O
P
尼
僧
院
（
ピ
ヨ
。
ω
．
）
　
へ
こ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

十
ニ
エ
ー
カ
ー
の
耕
地
そ
の
他
を
寄
進
。

　
「
…
…
…
叉
私
の
死
後
は
、
私
の
子
孫
が
此
の
寄
進
を
全
人
に
対
し
保
証
す
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る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
王
へ
の
奉
仕
即
ち
十
二
分
の
一
ナ
イ
ト
奉
仕
は
除
く

：
：
：
。
」

槻
　
　
乞
o
o
寮
o
b
（
い
ご
。
ω
9
）
僧
院
長
R
は
セ
㌶
試
鋤
鉢
鉱
が
い
た
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

地
を
国
。
び
q
①
冠
。
団
し
d
Φ
P
昌
一
毛
。
地
爵
の
妻
ω
｝
げ
矯
｝
へ
譲
与
Q

　
「
リ
ン
カ
ー
ン
の
匿
時
竃
鋤
詳
9
が
居
た
吾
々
の
土
地
を
、
吾
々
と
吾
々

の
教
会
に
つ
い
て
、
世
襲
の
封
土
と
し
て
保
有
す
る
様
に
…
…
そ
の
際
吾
々

に
毎
年
1
「
2
マ
ル
ク
銀
を
、
即
ち
復
活
祭
に
四
十
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
聖
ミ
．
カ
ェ

　
ル
祭
に
四
十
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
支
払
う
事
。
そ
し
て
王
に
属
す
る
所
の
デ
ナ
リ

ウ
ス
を
、
リ
ン
カ
ー
ン
に
い
る
王
の
役
人
に
毎
年
支
払
う
事
…
…
。
」

双
　
≦
謹
冨
日
矯
ω
O
旨
9
閑
O
び
①
二
〇
団
b
浮
び
嘱
が
渕
O
げ
興
ρ
ω
O
鐸
O
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

H
＜
o
へ
跨
ω
げ
び
団
鼠
9
σ
Q
惹
（
ピ
Φ
一
〇
ω
．
）
の
一
ボ
ヴ
再
イ
ト
を
譲
与
。

　
「
私
及
び
私
の
子
孫
の
下
で
自
由
に
占
有
す
る
事
。
但
し
そ
の
時
よ
り
王
へ

　
の
奉
仕
を
除
い
て
、
　
（
私
或
い
は
私
の
子
孫
に
帰
属
す
べ
き
）
全
奉
仕
の
代

　
り
に
、
毎
年
ニ
カ
ル
カ
レ
ア
、
或
い
は
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
復
活
祭
に
支
払
う

事
…
…
。
」

X
潔
讐
9
④
零
O
h
し
u
Φ
昌
巳
≦
O
同
昏
と
空
。
げ
p
a
o
｛
国
黛
。
騨
。
昌
と
の

問
で
結
ば
れ
た
団
9
8
昌
国
9
①
σ
q
讐
①
（
い
ぢ
8
●
）
の
土
地
に
関
す
る
約

⑩
束
。

　
「
即
ち
、
鼠
暮
ン
窪
ω
は
、
浅
。
錠
α
o
α
①
口
細
ぎ
臥
ρ
に
、
出
9
。
腐
。
法
ρ
の
三

　
ポ
ヴ
ェ
イ
ト
の
土
地
を
…
…
そ
し
て
≦
o
。
。
導
①
隅
。
貯
艮
の
十
四
エ
ー
カ
ー

の
分
前
地
を
譲
渡
し
た
。
そ
し
て
、
王
へ
の
奉
仕
、
即
ち
一
「
1
0
ナ
イ
ト
奉
仕

を
除
い
て
、
全
負
担
の
代
り
に
四
期
に
分
け
て
四
十
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
毎
年
支

払
う
事
…
…
。
」

　
皿
・
X
等
の
様
に
は
つ
き
り
と
王
へ
の
奉
仕
即
ち
幾
何
か
の
ナ
イ

ト
奉
仕
と
書
い
た
竜
の
が
あ
る
故
に
、
ナ
イ
ト
奉
仕
一
王
へ
の
奉
仕

と
云
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
な
お
十
二
世
紀
頃
の
用
語
は
極
め
て
曖

昧
ぞ
あ
り
、
W
の
様
に
、
本
来
王
へ
奉
仕
す
べ
き
ω
o
露
9
α
q
ゆ
と
、
王

へ
の
奉
仕
と
を
区
別
し
た
場
合
も
あ
る
。
此
の
場
合
の
ω
o
伍
S
α
q
Φ
は
、

王
へ
納
…
め
ら
1
れ
る
，
へ
き
も
の
か
、
或
い
は
あ
げ
〇
一
鼠
系
封
律
｝
領
主
へ
納
…

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
か
不
明
で
あ
り
、
更
に
h
o
橋
ぎ
の
Φ
o
ω
Φ
融
く
陣
8
も
、

既
に
ヘ
ン
リ
ー
二
世
初
め
頃
よ
リ
ナ
イ
ト
奉
仕
と
同
義
語
に
用
い
ら

　
　
＠

れ
る
が
、
然
し
全
然
註
釈
の
な
い
た
だ
の
ナ
イ
ト
奉
仕
は
王
に
納
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
か
、
直
系
封
建
領
主
へ
納
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
か

不
明
で
あ
る
。

」
大
体
、
ナ
イ
ト
奉
仕
に
つ
い
て
は
、
征
服
王
の
．
エ
リ
ー
領
内
に
お

け
る
ナ
イ
ト
領
創
設
に
見
ら
れ
る
様
に
、
征
服
の
混
乱
の
中
に
算
奪

さ
れ
た
多
く
の
封
建
領
地
を
回
復
さ
せ
て
や
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
、

そ
の
回
復
地
に
軍
役
を
課
し
て
行
く
と
云
う
巧
妙
な
封
建
領
主
権
の

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

骨
抜
き
政
策
と
し
て
賦
課
し
て
行
っ
た
竜
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
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封
建
領
主
達
は
、
王
へ
の
奉
仕
を
行
う
ナ
イ
ト
領
を
作
ら
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
賦
課
さ
れ
た
ナ
イ
ト
数
を
常
に
支
障
な
く
提
供
出
来
る

た
め
に
予
備
用
と
し
て
、
又
自
己
の
び
鍵
○
鉱
巴
げ
O
ロ
O
q
目
に
軍
事
的

奉
仕
を
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
又
そ
れ
よ
り
上
る
の
象
鼠
σ
Q
Φ
収

入
を
一
部
自
己
の
懐
中
に
入
れ
よ
う
と
す
る
財
政
的
目
的
の
た
め
に
、

領
主
自
身
の
ナ
イ
ト
を
も
作
っ
て
い
た
の
で
、
た
だ
ナ
イ
ト
奉
仕
を

除
く
と
云
う
叙
述
例
は
極
め
て
多
い
が
、
そ
れ
が
王
へ
の
も
の
か
、

直
系
封
建
領
主
へ
の
も
の
か
は
不
明
ぞ
あ
る
事
が
多
い
。
例
え
ば
、

皿
　
ス
テ
ソ
ト
ン
の
史
料
、
　
乞
ρ
α
ω
り
に

　
「
私
及
び
私
の
子
孫
の
下
に
、
自
由
に
安
ら
か
に
、
名
誉
を
以
て
保
有
す
る

事
。
そ
の
際
、
私
及
び
私
の
子
孫
に
全
負
担
の
代
り
に
ナ
イ
ト
奉
仕
の
回
＼
一
〇
〇

を
行
う
事
…
…
。
」

然
し
乍
ら
全
然
註
釈
の
な
い
ナ
イ
ト
奉
仕
の
、
少
く
と
も
一
部
は
王

へ
の
奉
仕
ぞ
あ
っ
た
事
は
充
分
考
え
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
急
な
8
ほ
口
ω
Φ
o
ω
興
乱
。
①
王
へ
の
軍
役
奉
仕
等
の
外
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヘ
ン
リ
ー
二
世
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
州
知
事
の
補
助
金
、
或
い
は
又

戦
争
等
の
特
別
調
達
資
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
公
共
税
o
o
臼
B
広
口
Φ

　
　
　
⑭

αQ

@
乙
自
琶
等
も
王
の
地
方
官
、
役
人
等
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
居
り
、

そ
れ
が
所
謂
封
建
的
特
権
よ
り
外
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。

皿
　
濁
O
げ
Φ
独
け
鼠
9
畦
b
P
陣
9
つ
一
か
圃
（
騨
閃
ω
け
Φ
鋤
q
（
に
昌
。
ω
・
）
修
道
院
へ
幻
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

β
σ
q
簿
。
⇔
（
い
ぼ
o
ρ
）
の
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
を
寄
進
。

　
「
…
…
更
に
そ
の
上
に
、
彼
ら
は
上
述
六
ボ
ヴ
．
エ
イ
ト
を
、
王
に
対
す
る
デ

ー
ン
ゲ
ル
ト
や
殺
害
税
や
四
期
の
州
知
事
の
補
助
金
よ
り
自
由
に
（
保
有
す

　
る
が
）
、
　
若
し
王
が
、
リ
ン
カ
ー
ン
全
州
の
公
共
税
を
課
し
た
な
ら
ば
、
そ

の
時
に
は
彼
ら
は
此
の
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
に
か
か
る
負
担
を
払
う
事
…
…
。
」

湿
同
様
関
。
び
9
憲
邑
。
二
領
民
園
。
び
9
9
口
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

・
も
国
貨
困
の
け
Φ
9
創
へ
寄
准
㎝
。

　
「
若
し
王
が
、
全
州
に
公
共
税
を
課
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
修
道
院
は
、

此
の
六
ボ
ヴ
ニ
イ
ト
に
つ
い
て
、
此
の
村
の
他
の
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
が
（
若
し

此
の
事
に
つ
い
て
王
よ
り
免
除
権
を
得
て
い
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
に
）
寄

進
さ
れ
た
場
合
に
払
う
丈
け
の
金
額
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
。
」

　
以
上
、
手
許
の
限
ら
れ
た
る
史
料
に
よ
リ
デ
ー
ツ
μ
1
地
方
と
云

う
限
ら
れ
た
る
地
域
の
場
合
に
つ
い
て
見
る
事
し
か
出
来
ず
、
そ
れ

を
全
般
的
に
敷
術
す
る
事
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
普
通

所
謂
封
建
的
特
権
と
云
わ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
此
の
様
な
王
へ
の

奉
仕
、
公
共
税
の
除
外
と
云
う
但
し
書
の
あ
る
事
が
少
く
な
い
事
が

分
っ
た
が
、
特
に
大
土
地
所
有
者
と
し
て
の
聖
界
領
主
よ
り
も
中
小

土
地
所
有
者
の
多
い
俗
界
領
主
に
つ
い
て
は
此
の
事
が
云
え
る
の
で
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イギリス封建王政の展開について（窟沢）

は
な
か
ろ
う
か
。

　
愈
田
中
正
義
著
「
封
建
的
土
地
所
有
の
成
立
過
程
」
社
会
構
成
史
大
系
3

　
所
収
。

　
⑲
国
●
O
●
囚
ヨ
ω
σ
巴
㌍
　
臼
Φ
p
郎
お
一
口
周
↓
餌
昌
吋
三
一
導
。
茜
昌
鮮
ω
Φ
o
巳
費

　
ω
①
戦
証
。
Φ
ω
（
国
・
出
．
カ
’
く
。
ピ
蔭
ω
）
に
ヨ
け
嵩
拐
Φ
ρ
隔
。
葺
あ
①
o
　
の
簡
単

　
な
説
明
あ
り
。

　
㊥
ま
9

　
⑧
ω
叶
①
艮
。
昌
u
o
2
g
o
翼
ω
竃
離
ω
吋
農
く
①
9
爵
①
ω
。
o
巨
俸
両
8
昌
巨
。

　
濁
δ
8
戦
団
o
h
夢
①
U
餌
β
巴
p
類
り
冥
。
●
合
b
⊃
。

　
＠
丁
田
‘
累
9
自
目
●
　
　
　
　
⑧
薫
α
‘
冥
。
・
ミ
。
。
．

　
⑭
笹
答
；
三
〇
・
継
Q
。
8
　
　
　
　
　
　
　
㊨
二
σ
雀
・
u
翼
。
●
お
G
。
●

　
⑧
ま
α
・
堕
ズ
9
自
①
。
　
　
　
　
⑰
護
価
‘
幽
Z
。
．
①
。
。
．

　
⑧
ま
α
ご
窯
。
●
¶
①
●
　
　
　
　
㊥
諺
9
Z
9
瞳
b
。
●

　
⑩
薫
α
‘
2
。
・
㎝
8
。

　
⑳
筐
9
宕
・
O
図
図
く
に
一
O
×
×
図
囲
H
H
．

　
⑫
ζ
厳
Φ
が
8
．
鼻
‘
署
●
①
①
躍
．
＠
嵐
。
疑
歩
ω
冨
は
捧
や
ト
⊃
ま
．

　
⑭
曾
て
は
偽
。
離
ヨ
p
鋤
ω
臨
ω
帥
と
云
わ
れ
た
も
の
で
臨
時
税
と
訳
さ
れ
て
い

　
る
事
が
あ
る
が
大
体
各
州
　
似
O
白
蝉
吐
騨
の
位
で
州
法
廷
で
各
戸
に
賦
課
さ

　
れ
更
に
村
に
分
割
さ
れ
た
。
o
い
ω
審
艮
o
P
℃
》
。
O
区
図
H
＜
一
＜
●

　
⑮
ω
什
Φ
馨
。
詳
冥
。
し
。
。
①
・
　
　
　
⑯
§
3
宕
・
O
三
二
く
1
＜
●

五

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
事
は
、
そ
の
強
大
な
る
封
建
的
特
権
を
享

受
し
て
い
る
聖
界
領
主
の
領
地
に
つ
い
て
も
、
実
は
特
権
の
あ
り
方

に
可
成
り
の
濃
淡
が
あ
っ
た
事
ぞ
あ
る
。
先
づ
全
般
的
に
見
た
場
合

も
、
前
述
の
如
く
三
界
領
主
権
と
世
俗
界
領
主
権
と
の
間
に
可
成
り

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
後
者
に
は
前
者
程
の
広
範
な
領
主
的
特

権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
事
が
少
い
事
は
、
前
掲
尉
Φ
σ
Q
Φ
ω
3
器
駐
日
●

く
O
『
H
塵
愉
H
拶
　
に
集
録
さ
れ
て
い
る
O
げ
P
昏
①
ひ
窯
H
冨
中
に
、
一

〇
七
五
年
圃
O
σ
q
①
斜
頃
興
Φ
♂
a
伯
に
対
し
州
知
事
の
裁
判
・
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

権
よ
り
独
立
し
た
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
例
と
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世

の
宮
廷
教
師
、
囲
O
げ
①
蕊
》
o
げ
簿
誌
の
諸
領
地
に
裁
判
・
司
法
権
を
与
え
、

前
例
と
同
様
に
州
・
郡
・
ヨ
薮
α
¢
日
（
殺
害
罪
処
罰
権
）
・
U
9
φ
①
σ
q
①
冠
を

竜
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
世
俗
的
諸
義
務
よ
り
自
由
で
あ
る
事
が
認
証
さ

れ
て
い
る
伽
と
・
わ
っ
か
に
二
例
し
か
な
い
事
よ
り
窺
か
れ
る
し
・
又

ヒ
ル
ト
ン
の
ウ
ォ
リ
ッ
ク
州
・
レ
ス
タ
ー
州
等
の
領
地
分
析
よ
り
し

　
＠て

、
聖
界
領
主
に
は
大
土
地
所
有
が
多
い
が
、
俗
界
領
主
に
は
少
く
、

且
つ
聖
界
領
は
仮
令
領
地
そ
の
も
の
が
小
さ
く
て
も
、
直
領
地
が
圧

倒
的
に
農
民
小
作
地
よ
り
竜
多
く
、
農
民
に
対
す
る
封
建
的
搾
取
度

が
聖
界
領
地
よ
り
竜
弱
い
様
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
俗
界
領
主
に
比
べ
て
三
界
領
主
に
は
、
典
型
的
封
建
領

主
的
支
配
を
行
う
者
が
多
く
、
且
つ
彼
ら
の
享
有
す
る
特
権
は
一
様
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に
比
較
的
広
範
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
事
が
云
え
る
の
で
あ
る
が
、

然
し
そ
の
聖
界
領
主
権
に
も
更
に
大
小
の
差
が
あ
り
、
ヘ
ン
リ
ー
一

世
が
　
↓
o
霞
ρ
ω
幹
鼠
9
溶
ぎ
諺
び
げ
Φ
団
（
に
8
）
園
9
日
ω
Φ
矯
諺
び
び
Φ
団

（
置
O
①
）
芝
。
独
8
ω
8
戦
勺
誌
。
鴫
《
（
二
δ
）
累
。
厭
讐
9
日
冥
。
戸
ω
什
》
二
二
－

Φ
妻
ω
》
げ
び
Φ
メ
（
一
嵩
μ
）
等
に
与
え
た
特
権
に
は
　
二
三
鳥
遷
毒
し
p
磐

§
喜
艮
羅
罪
処
罰
権
）
に
関
す
る
裁
判
権
は
除
か
れ
て
お
鞄

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ブ
は
大
体
冨
B
ω
0
8
（
家
屋
侵
害
罪
）
σ
q
同
冨
げ
訂
①
o
げ
①

（
平
和
破
壊
罪
）
団
。
目
①
ω
富
鉱
（
籟
盗
罪
）
日
山
沿
脅
皿
ヨ
（
殺
害
罪
）
殴
Φ
o
？

℃
鉱
。
口
o
h
、
9
昌
o
o
蔦
p
≦
（
不
法
者
隠
匿
罪
）
δ
績
鴎
≦
諒
Φ
（
姦
通
罪
）
の
六

件
に
関
す
る
裁
判
権
は
一
般
に
与
え
ら
れ
ず
王
の
許
に
保
留
さ
れ
て

い
た
1
地
方
に
よ
り
必
ず
し
も
六
件
と
は
限
ら
ず
、
又
内
容
も
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
が
…
i
と
云
い
所
謂
封
建
的
領
主
権
の
限
界
を
説
明
し
て
い
る
が
、

然
し
団
O
冠
ぎ
名
Φ
珍
B
ぎ
の
8
び
芝
ぢ
O
げ
Φ
ω
8
ひ
0
9
⇒
8
吋
げ
自
目
ざ
切
9
け
自
Φ

等
の
大
教
会
乃
至
修
道
院
に
は
そ
れ
ら
の
大
権
を
．
含
め
た
広
範
な
特

　
　
　
　
　
　
　
⑧

権
を
行
使
し
て
お
り
、
封
建
的
特
権
、
領
主
支
配
と
一
般
に
云
わ
れ

る
も
の
の
中
に
は
、
聖
・
俗
界
で
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
又
聖
界
領
主

権
の
中
に
も
非
常
に
多
く
の
○
鴨
9
α
Φ
の
差
が
あ
っ
た
事
は
念
頭
に

入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
此
亦
局
地
的
な
例
し
か
挙
げ
得
な
い
が
ス
テ
ソ
ト
ソ
よ
り
二
・
三

例
を
あ
げ
る
と
。

∬
・
・
玉
藍
（
い
貯
。
ω
．
）
僧
院
長
≦
霞
が
罫
聾
蜜

（
い
ぢ
O
の
．
）
の
修
道
僧
に
対
し
ζ
黛
D
議
8
P
（
課
口
。
ψ
）
に
あ
・
る
α
僧
…
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
・
†
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
の
土
地
に
つ
い
で
、

　
「
私
は
、
前
述
の
土
地
の
四
ポ
ヴ
ェ
イ
ト
に
つ
い
て
毎
年
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
、

H
o
a
黛
）
ロ
o
q
①
諺
珍
①
ぼ
と
≦
巴
8
二
α
Φ
国
葭
毛
嚢
爲
と
の
両
人
が
ニ
ソ

リ
ド
ゥ
ス
つ
つ
、
全
奉
仕
の
代
り
に
払
う
事
を
希
望
す
る
。
そ
し
て
上
述
六

ボ
ヴ
ェ
イ
ト
の
た
め
に
、
毎
年
芝
籠
難
題
。
隣
犀
o
b
け
h
ユ
＆
は
1
互
マ

ル
ク
銀
を
、
聖
ミ
カ
エ
ル
祭
に
、
そ
の
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
に
関
す
る
全
奉
仕
の

代
り
に
払
う
事
を
希
望
す
る
。
　
更
に
そ
の
兄
弟
は
此
の
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
の

｛
o
お
口
の
①
ω
曾
舐
島
日
β
の
自
由
を
得
る
…
…
。
」

つ
ま
り
、
六
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
に
つ
い
て
は
暁
。
鼠
昌
ω
Φ
o
ω
貫
く
搾
Φ
よ
り

自
由
で
あ
る
が
、
四
ボ
ヴ
ェ
イ
ト
に
つ
い
て
は
何
の
規
定
竜
な
く
、

同
じ
保
有
地
に
つ
い
て
も
給
付
の
習
慣
が
異
っ
て
い
た
。

即
嚢
陣
曇
。
巨
ρ
（
ピ
陣
宣
し
の
国
・
邑
二
恩
子
諄
爵
が
、

乞
Φ
≦
げ
。
口
ω
Φ
（
に
p
O
ω
曾
）
修
道
院
へ
彼
の
弟
U
p
く
鑓
Φ
　
が
寄
進
し
た

　
　
　
⑧

事
を
確
認
。

　
「
囚
巳
冒
σ
Q
財
9
諺
①
（
い
口
。
ω
．
）
を
除
き
、
私
及
び
私
の
子
孫
に
帰
属
す
る
全
労

　
仕
よ
り
の
自
由
粒
…
…
更
に
そ
れ
に
加
え
て
私
が
、
私
の
直
領
地
よ
り
村
の
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一
方
（
の
農
圃
）
よ
り
一
工
ー
カ
ー
、
他
方
（
の
農
圃
）
よ
り
一
工
ー
カ

　
…
を
、
あ
ら
ゆ
る
奉
仕
よ
り
即
ち
暮
≦
鋤
舜
　
（
H
h
O
冠
ぼ
P
ω
Φ
O
　
の
Φ
戦
く
一
〇
㊦
）

　
や
巨
芝
9
舜
よ
り
自
由
に
寄
進
し
た
…
…
。
」

つ
ま
り
、
Z
①
零
ゲ
。
易
Φ
修
道
院
に
寄
進
さ
れ
た
領
地
に
は
、
王
税

よ
り
自
由
な
土
地
と
不
自
由
な
土
地
と
が
あ
っ
た
の
で
、
　
一
般
的
に

Z
①
鼠
6
鐸
ω
Φ
修
道
院
の
特
権
を
云
六
す
る
事
は
出
来
な
い
事
が
分

る
。　

具
体
的
な
史
料
は
持
た
な
い
が
、
エ
リ
ー
司
教
領
に
つ
い
て
も
、

そ
の
一
一
六
ケ
村
に
亘
る
大
領
地
に
つ
い
て
全
般
的
に
州
・
郡
法
廷

よ
り
独
立
し
た
裁
判
権
を
持
っ
て
い
た
の
ノ
い
は
決
し
て
な
く
、
例
え

ば
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ヂ
州
の
気
嵩
覧
。
毒
℃
O
暁
＄
け
ω
げ
Φ
罵
o
a
堕
妻
筥
ぎ
σ
q
げ
p
欝

の
様
に
、
古
来
よ
夢
の
慣
習
に
則
っ
て
州
・
郡
法
廷
へ
訴
訟
し
て
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

の
特
権
を
認
め
て
い
な
い
領
地
も
あ
り
、
エ
リ
ー
司
教
の
広
範
な
特

権
の
行
わ
れ
た
の
は
、
全
郡
を
領
地
と
し
た
ノ
ー
ア
ァ
ク
の
　
竃
苓

h
O
a
げ
9
に
お
け
る
領
地
と
、
エ
リ
ー
の
ξ
置
げ
①
O
び
げ
q
．
及
び
国
ぼ

げ
9
　
の
領
地
等
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
エ
リ
ー
の

堵
智
。
ぼ
。
頃
α
ず
α
．
で
は
十
ニ
ケ
村
中
エ
リ
ー
領
は
四
ケ
村
の
み
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
前
王
郡
に
つ
い
て
エ
リ
ー
司
教
は
証
Φ
笥
9
睦
鋤
b
『

鳥
Φ
α
σ
q
Φ
を
行
う
が
霜
陣
8
ぼ
。
巳
で
は
そ
の
乱
Φ
毛
権
を
持
た
ず
、

司
教
の
領
主
法
廷
と
郡
法
廷
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
司
教
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

郡
の
ざ
a
で
は
あ
る
が
完
全
に
そ
の
郡
を
支
配
し
て
は
い
な
い
。

　
此
の
様
な
事
情
は
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ッ
ク
修
道
院
領
に
つ
い
て
も
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
ソ
バ
ー
ク
の
云
う
様
に
、
マ
ナ
ー
・

領
地
が
郡
よ
り
解
放
さ
れ
独
立
す
る
と
云
う
の
は
正
し
く
程
度
の
問

題
で
あ
り
、
大
き
な
マ
ナ
ー
程
郡
よ
り
解
放
さ
れ
る
事
が
多
く
、
タ

ヴ
ィ
ス
ト
ッ
ク
領
が
そ
の
場
合
で
、
院
長
の
領
主
法
廷
は
ρ
償
9
の
≠

げ
燭
昌
脅
④
α
鮎
冒
鼠
ω
象
9
δ
P
を
竜
行
い
、
十
人
組
獣
静
貯
σ
q
の
整
理
、

8
諺
霞
9
1
1
馨
匡
P
α
Q
f
B
§
①
畷
の
徴
収
を
行
い
、
　
ピ
凶
坤
o
P
郡
よ
り
独

立
し
て
い
た
が
、
国
軍
B
ω
8
0
騨
領
は
℃
蔓
ヨ
讐
。
⇒
郡
よ
り
独
立
し

て
お
ら
ず
、
院
長
自
身
も
自
己
の
領
地
に
つ
い
て
の
事
件
は
郡
法
廷

へ
訴
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
中
間
の
型
と
し
て
、
元
来
コ
ー
ソ
ウ

ォ
ル
の
ω
筒
9
嘗
o
b
郡
と
デ
ヴ
ォ
ン
の
し
σ
冨
。
罵
臼
。
凝
ぎ
Q
q
8
昌
郡
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

分
属
し
て
い
た
≦
Φ
疑
冒
α
Q
8
P
領
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
　
一
二
＝
二
一

三
八
年
の
間
に
協
定
が
成
立
し
、
院
長
は
該
郡
法
廷
の
主
宰
者
ぞ
あ

る
↓
げ
。
讐
Φ
団
修
道
院
長
国
9
ヨ
Φ
雌
⇒
山
Φ
甫
9
D
ほ
o
a
　
に
年
語
志
を

払
い
、
そ
の
代
償
と
し
て
郡
法
廷
へ
．
馨
ぼ
昌
α
Q
l
日
。
器
差
を
払
う
事

を
免
除
さ
れ
、
又
ぞ
①
旨
ぎ
σ
Q
8
⇔
の
領
民
達
は
年
二
日
以
上
郡
法
廷

に
出
仕
す
る
義
務
は
免
除
さ
れ
て
い
た
。
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又
ク
ロ
ー
ラ
ソ
ド
修
道
院
も
あ
ら
ゆ
る
世
俗
的
負
担
よ
り
自
由
な

特
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
包
ヨ
『
σ
q
8
コ
（
2
0
目
普
き
“
）
で
四
片
、
ζ
♀

筈
。
旨
①
（
〇
四
露
σ
’
）
で
三
番
を
州
知
事
の
補
助
金
と
し
て
払
っ
て
い

る
が
、
此
れ
は
領
主
と
し
て
の
院
長
が
徴
収
し
h
公
共
法
廷
よ
り
の

干
渉
を
避
け
る
た
め
に
郡
法
廷
へ
払
わ
れ
た
電
の
で
、
臼
日
甘
σ
Q
8
誹

と
累
9
＜
①
ω
貯
蓄
郡
、
ζ
O
同
び
O
毒
①
と
客
O
h
ヨ
9
昌
。
嬬
O
ω
ω
郡
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
う
云
う
協
定
が
結
ば
れ
て
い
た
の
ぞ
あ
る
。

　
つ
ま
り
封
建
的
特
権
と
は
、
あ
る
封
建
領
主
が
そ
の
領
地
金
般
に

つ
い
て
一
様
に
所
有
し
て
い
た
も
の
ぞ
は
な
く
、
各
領
地
の
地
域
的

習
慣
、
領
地
の
獲
得
事
情
等
に
よ
り
、
夫
々
の
領
地
に
お
い
て
行
わ

れ
る
領
主
特
権
に
は
種
々
の
程
度
の
差
、
濃
淡
の
差
が
あ
り
、
そ
の

特
権
の
淡
い
所
、
程
度
の
低
い
所
に
お
い
て
、
封
建
領
主
ら
の
発
展

の
余
地
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
の
成
長
の
余
地
、
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
又
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
公
共
法
廷
と

し
て
の
郡
法
廷
、
州
知
事
ら
の
活
躍
の
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
又

王
政
の
進
展
し
て
行
く
場
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
ぞ
あ
る
。
　
一

般
に
封
建
領
主
的
特
権
と
は
前
述
の
如
き
種
女
な
限
界
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
特
に
俗
界
領
主
の
そ
れ
は
極
め
て
限
ら
れ
た
特
権
を
、
限

ら
れ
た
地
域
に
お
い
て
行
使
し
た
に
す
ぎ
ず
、
冒
頭
に
述
べ
た
様
に
、

イ
ギ
リ
ス
中
世
世
界
を
封
建
的
領
主
支
配
権
の
行
わ
れ
る
場
を
細
胞

と
す
る
聚
合
体
と
図
式
的
に
割
切
っ
て
考
え
る
事
は
許
さ
れ
な
い
、

そ
の
細
胞
間
に
は
極
め
て
広
い
亀
裂
を
含
み
、
且
つ
各
細
胞
自
体
は

均
質
の
も
の
で
は
な
く
、
種
々
な
程
度
に
不
純
物
を
含
む
竜
の
で
、

そ
う
し
た
亀
裂
、
不
純
物
つ
ま
り
封
建
的
領
主
権
外
の
場
こ
そ
が
イ

ギ
リ
ス
王
政
を
あ
の
様
に
迄
強
力
に
推
進
せ
し
め
る
も
の
と
な
っ
た

と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑰
閃
Φ
σ
q
Φ
ω
鐙
お
σ
q
ニ
ヨ
・
宕
。
・
圃
。
。
●
　
⑯
園
①
ぴ
q
①
ω
壁
お
α
身
¢
ヨ
．
Z
o
●
嵩
。
。
藤
●

⑳
多
団
・
目
犀
。
詳
　
ω
時
g
o
ε
弓
o
o
h
口
三
目
鉱
　
≦
鍵
≦
細
評
ω
財
　
ぎ
け
げ
①

竃
置
巳
①
》
σ
q
Φ
ω
・
（
U
g
σ
q
二
巴
Φ
ω
o
o
δ
蔓
0
8
9
の
δ
昌
巴
℃
簿
℃
卑
ω
●
お
α
O
●
）
“

属
ロ
8
P
↓
げ
①
国
8
昌
O
ヨ
8
U
Φ
〈
巴
。
悔
鑓
Φ
暮
o
h
ω
o
目
Φ
り
①
貯
ω
●
箇
ω
寅
貯
①
ρ

　
H
⑩
念
●

⑳
ゆ
①
σ
q
Φ
ω
玉
器
α
q
口
8
・
裳
。
■
紹
ω
．
累
。
。
蕊
G
。
．
冥
9
詮
O
・
裳
9
り
。
。
①
●

＠
＜
蹄
6
α
q
目
，
Ω
o
h
静
。
や
9
f
つ
や
．
二
H
一
二
ω
●

⑫
閃
Φ
σ
Q
①
の
鐙
お
α
q
β
β
や
区
図
H
H
・

㊥
ω
審
艮
。
詳
8
・
鼻
4
客
9
置
①
．
　
　
⑧
置
α
‘
Z
9
8
メ

㊥
ζ
籠
①
び
o
b
●
9
f
Ψ
b
。
目
伊

㊥
皆
嵐
4
℃
や
．
悼
一
9
ぴ
⊃
b
◎
Φ
●
卜
⊃
ω
同
●
エ
リ
ー
司
教
が
妻
詳
。
謀
O
目
Ω
郡
の
δ
地
α

で
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
は
ま
置
4
℃
．
H
寄
．

⑤
国
菖
Φ
曇
6
餌
≦
ω
8
鼻
》
σ
げ
Φ
ざ
や
b
。
δ
一
躍
．

⑯
ぽ
罷
こ
や
ト
。
雛
●

⑨
頃
p
σ
q
ρ
↓
犀
の
圏
ω
け
葺
Φ
ω
o
h
O
嬉
。
嶺
冨
郎
9
や
や
鋒
一
ρ
↓
ぎ
吐
器
嘱
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道
院
が
　
宏
。
聴
目
9
笥
。
畦
。
ω
の
　
郡
を
毎
年
百
志
で

幻
①
σ
q
①
ω
餌
お
㈹
o
日
”
Z
O
・
騎
ω
●

山一N

噛
鍵
旨
し
て
い
た
事
は

　
最
後
に
触
れ
た
い
の
は
、
経
済
史
の
上
で
屡
々
論
ぜ
ら
れ
る
マ
ナ

ー
と
村
落
と
の
不
一
致
に
つ
い
て
ぞ
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
数
個
の

村
落
を
含
め
た
大
マ
ナ
ー
の
場
合
は
通
常
封
建
領
主
支
配
権
が
強
大

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
村
落
共
同
体
は
封
建
支
配
体
系
内
に
組
入
れ
ら

れ
て
了
う
可
能
性
が
大
き
い
が
、
一
村
落
が
数
個
の
小
マ
ナ
ー
に
分

割
さ
れ
て
い
る
場
合
は
逆
に
封
建
領
主
支
配
権
が
弱
小
ぞ
且
つ
充
分

に
成
長
せ
ず
、
却
っ
て
村
落
共
同
体
が
封
建
領
主
支
配
体
系
を
乱
し
、

蔑
甲
目
p
づ
。
誌
巴
な
も
の
、
　
よ
り
自
生
的
な
も
の
と
し
て
の
村
落
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

同
体
が
よ
り
純
粋
に
保
存
さ
れ
て
行
く
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
今
、
封
建
王
政
の
進
展
と
云
う
観
点
よ
り
此
の
問
題
を
眺

め
る
時
、
封
建
領
主
支
配
の
未
熟
な
後
者
の
場
合
に
封
建
王
政
の
よ

り
適
合
的
な
発
展
の
場
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然

し
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
竜
、
大
マ
ナ
が
数
ケ
の
村
落
の
境
界
を
全

く
消
滅
せ
し
め
る
程
完
全
に
融
合
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
農
耕
上
、

財
政
上
、
治
安
上
の
単
位
と
し
て
の
村
落
共
同
体
は
、
完
全
に
マ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
に
包
摂
さ
れ
る
事
な
く
存
続
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に

村
｛
洛
丘
ハ
同
体
は
、
マ
ナ
ー
以
晶
則
的
癒
、
漏
罰
封
窟
膨
的
山
な
①
ω
ω
Φ
p
識
鉱
h
o
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

o
隔
目
鶏
鉱
。
目
α
q
9
凱
の
讐
δ
⇔
と
し
て
、
謂
わ
ば
社
会
学
的
に
把
握
さ
れ

る
べ
き
ぞ
あ
り
、
そ
の
様
な
村
落
共
同
体
、
又
そ
こ
に
生
れ
て
来
る

所
謂
共
同
体
規
制
と
云
う
も
の
は
本
質
的
に
。
。
興
く
溶
な
も
の
ぞ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
け
れ
ば
、
又
自
由
を
志
向
す
る
も
の
で
竜
な
い
。
只
だ
、
そ
れ
を

封
建
領
主
が
自
己
の
支
配
の
た
め
に
利
用
し
た
中
世
社
会
に
お
い
て

は
ω
興
証
δ
な
竜
の
と
な
る
傾
向
が
強
い
が
、
又
、
封
建
領
主
支
配

権
が
充
分
成
長
し
て
い
な
い
様
な
、
村
落
を
数
ケ
に
分
け
合
っ
て
い

る
小
マ
ナ
ー
乃
至
弱
小
封
建
領
主
権
下
に
あ
る
マ
ナ
ー
に
あ
っ
て
は
、

却
て
、
そ
こ
に
お
け
る
村
落
共
同
体
は
、
封
建
領
主
支
配
に
反
溢
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
も
の
と
な
る
ぞ
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
般
に
、
村
落
共
同
体
の
こ
の

様
な
性
格
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
成
長
の
下
部
組
織
と
し
て
利
用

さ
れ
る
所
と
な
っ
た
と
云
え
よ
う
。

　
即
ち
村
落
共
同
体
は
、
特
に
公
共
地
・
公
共
権
の
用
益
に
つ
い
て

顕
著
に
窺
え
る
様
に
先
づ
①
8
⇔
o
B
搾
o
O
諺
巳
β
臥
蔓
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
持
ち
、
そ
れ
が
村
の
習
慣
、
村
法
の
如
き
も
の
と
し
て
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

体
的
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
又
村
落
共
同
体
は
魚
鳥
惹
巴
8
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

日
自
学
受
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
本
論
四
節
の
㎜
に
引
用
し
た
文
か
ら
轟
え
る
様
に
、
村

落
は
公
共
税
の
徴
収
単
位
を
な
し
て
お
り
、
州
・
郡
制
度
の
下
部
組

織
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
事
が
分
る
が
、
此
の
事
は
既
に
ヴ
イ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

グ
ラ
ド
ブ
の
著
書
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
又
、
旨
9
警
艮
①
山
σ
Q
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
《
ω
け
Φ
B
を
通
じ
て
村
落
共
同
体
の
公
安
秩
序
が
維
持
さ
れ
、
そ
れ

が
毎
年
二
回
の
　
O
冷
讐
O
o
ξ
け
1
1
＜
δ
≦
o
剛
旨
き
罵
嘗
Φ
q
σ
q
Φ
を
行
う

郡
法
廷
を
通
じ
て
州
知
事
に
連
な
り
、
王
国
の
平
和
の
一
部
と
し
て

の
村
落
共
同
体
の
平
和
を
州
・
郡
法
廷
の
管
轄
下
に
保
持
し
て
行
く
。

そ
の
他
、
州
・
郡
法
廷
に
、
封
建
的
土
地
所
有
関
係
と
は
全
く
無
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
村
落
と
し
て
の
利
益
代
表
を
送
り
、
　
そ
れ
ら
公
共
法
廷
の
司
法

上
・
行
政
上
の
諸
機
能
を
分
担
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
綜
合
し
て
村

落
共
同
体
は
、
農
耕
生
活
、
経
済
生
活
上
の
自
然
な
要
求
に
よ
っ
て

の
み
な
ら
ず
、
更
に
国
家
財
政
上
の
単
位
と
し
て
、
又
行
政
、
治
安

上
の
単
位
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
王
政
組
織
の
末
端
を
形
成
す
る
も
の

と
し
て
の
重
要
な
存
在
意
義
を
与
え
ら
れ
て
中
世
封
建
社
会
の
中
に

強
く
維
持
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
意
味
に
お
い
て
、
マ
ナ
ー
と
村
落
と
の
不
一
致
と
云
う

問
題
は
、
単
に
経
済
史
的
対
象
た
る
に
留
ま
ら
ず
、
村
落
共
同
体
が

封
建
的
支
配
関
係
を
排
除
す
る
性
格
を
持
ち
、
そ
れ
が
王
政
の
末
端

組
織
た
ら
し
め
ら
れ
て
行
く
と
云
う
点
に
お
い
て
、
法
制
史
、

史
上
の
問
題
と
し
て
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

行
政

⑳
田
ぎ
員
弓
冨
国
8
8
且
。
U
Φ
〈
巴
。
唱
諺
①
巨
。
噛
の
。
匿
Φ
い
魚
。
の
・
国
ω
貯
－

言
ω
矯
O
や
α
蒔
1
①
．
レ
ス
タ
ー
修
道
院
の
領
地
集
中
は
、
各
マ
ナ
ー
に
よ
り

異
な
り
、
　
ω
8
轟
簿
o
U
村
で
は
修
道
院
長
が
村
最
大
の
土
地
所
有
者
で

あ
っ
た
の
で
土
地
集
－
甲
が
出
来
且
つ
封
建
的
領
地
構
成
を
と
り
易
か
っ
た

　
（
賦
役
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
）
が
ω
げ
①
》
ω
び
Φ
α
村
、
ω
鋤
吐
臨
）
団
村
で

は
土
地
集
中
が
進
ま
ず
、
封
建
的
領
地
横
…
成
を
と
り
難
か
っ
た
と
云
わ
れ

　
て
い
る
。

⑳
＜
首
。
α
q
量
鳥
。
搾
。
サ
。
鉾
℃
口
恥
・
ω
⑩
O
l
μ
・
農
耕
行
政
上
の
単
位
は
マ
ナ

ー
で
な
く
村
で
あ
っ
た
。

⑫
口
。
げ
①
答
ω
。
鵠
。
讐
℃
勾
鍵
鑓
。
剛
け
匿
ζ
曽
き
目
即
O
o
日
日
⊆
巳
蔓
o
h

＜
臼
ぎ
U
o
日
①
巴
p
嘱
　
し
d
o
o
『
　
（
ω
》
Φ
O
償
一
〇
ヨ
・
＜
O
一
。
　
）
（
）
（
）
（
。
　
H
り
㎝
α
。
）

⑭
＜
営
昌
σ
q
舜
q
o
鼻
。
や
．
9
け
こ
O
●
ミ
圃
・

⑭
村
落
共
同
体
の
特
に
共
同
体
規
制
面
を
重
視
し
て
、
村
落
共
同
体
を
全

く
封
建
領
主
的
支
配
の
具
と
解
釈
す
る
コ
ス
ミ
ソ
ス
キ
ー
　
（
ω
ε
象
①
ω
ヨ

夢
Φ
》
α
q
欝
戦
冨
け
田
の
8
邑
団
．
）
　
に
対
し
、
村
落
共
同
体
の
自
由
、
自
治
的

側
面
を
も
強
調
す
る
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
、
ス
テ
ソ
ト
ソ
の
説
が
あ
る
が
、

私
と
し
て
は
後
者
の
説
を
と
り
た
く
、
　
「
小
マ
ナ
は
村
弾
洛
共
同
体
を
維
持

す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
解
体
さ
せ
る
傾
き
が
あ
っ
た
」
と
云
う
コ
ス
ミ
ソ
ス

　
キ
ー
の
説
は
、
小
マ
ナ
は
、
村
落
を
数
ケ
に
分
け
て
い
る
と
云
う
地
理
的

外
形
的
な
説
明
に
す
ぎ
ず
、
小
マ
ナ
こ
そ
、
封
建
領
主
支
配
を
排
除
し
て
、

村
民
の
自
治
、
村
落
の
集
会
等
を
通
じ
て
村
落
共
同
体
を
誰
持
し
て
行
つ
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イ辛リス封建王政の展開について（窟沢）

た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
藤
原
氏
前
掲
論
文
、
及
び
拙
稿
「
コ
ス
ミ

　
ン
ス
キ
i
農
業
史
の
紹
介
」
　
西
洋
史
学
3
3
輯
所
収
。

㊥
村
が
数
ケ
の
マ
ナ
ー
に
分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
村
全
体
に
関
す
る

領
主
法
廷
等
は
な
く
、
例
∵
え
ば
迷
い
出
た
家
畜
の
処
分
を
村
の
習
慣
に
よ

　
つ
た
り
、
　
巳
ω
一
Φ
〈
箆
①
づ
口
簿
巴
①
試
。
昌
四
幅
嵩
o
p
β
の
”
の
⑦
o
自
ロ
α
償
b
ρ
o
o
郎
甲

器
窪
引
け
Φ
旨
謡
9
艮
Φ
（
ω
叶
①
無
。
員
U
o
窪
鑓
①
昌
や
2
・
8
け
Φ
．
磨
）
又

村
を
分
有
す
る
小
マ
ナ
ー
領
主
達
が
全
村
民
の
同
意
を
得
て
村
法
の
如
き

も
の
を
規
定
し
、
違
反
者
の
罰
金
は
教
区
教
会
に
付
託
し
た
り
、
（
皆
準
鴇

O
・
①
P
昌
9
9
ピ
）
　
そ
の
他
マ
ナ
開
の
公
共
権
用
益
に
関
す
る
詳
細
な
協

定
例
は
豊
富
で
あ
る
（
9
こ
澗
9
D
α
q
O
8
．
o
霊
い
帥
●
＜
一
8
α
q
舜
α
o
捧
。
「
●
o
鉾
”

や
や
ト
⊃
ω
～
心
⊃
刈
●
）
　
（
及
び
藤
原
氏
前
掲
論
文
）

⑳
ω
ε
び
び
ω
℃
8
．
9
r
幽
艀
ω
．
㍗
困
・
ω
・
口
。
畷
r
8
●
鼻
‘
餅
く
ぢ
。
σ
q
目
甲

α
o
鉾
。
戸
9
f
℃
．
心
醐
9

⑰
＜
ヨ
。
σ
q
舜
α
o
捧
。
℃
．
島
r
娼
●
お
メ

㊥
例
え
ば
ク
ロ
ー
ラ
ン
ド
修
道
院
領
O
o
菖
①
昌
げ
動
語
村
で
は
、
公
共
の
道

路
、
橋
、
溝
は
そ
の
村
の
六
人
の
領
主
が
夫
々
の
領
地
の
大
き
さ
に
応
じ

　
て
出
資
し
維
持
す
る
義
務
が
あ
っ
た
が
、
修
道
院
長
が
そ
の
様
な
公
共
義

務
を
怠
っ
た
た
め
　
o
ぽ
二
重
①
α
σ
q
①
職
に
あ
る
人
に
よ
り
告
発
さ
れ
た

例
が
少
く
な
く
、
又
＝
一
九
四
年
ラ
ム
ゼ
ー
修
道
院
長
も
同
様
に
訴
え
ら

　
れ
た
事
あ
り
と
云
わ
れ
る
。
此
の
。
ぼ
Φ
h
覧
Φ
α
α
q
①
が
村
の
伝
統
を
守
る

も
の
と
臼
さ
れ
村
落
集
会
を
指
導
し
、
村
落
運
営
に
関
す
る
村
法
を
規
定

　
し
、
小
事
件
の
如
き
は
郡
法
廷
に
訴
え
ら
れ
ず
。
注
①
｛
覚
①
島
σ
Q
o
達
に
よ

　
り
決
裁
さ
れ
て
い
た
。
（
唱
Φ
σ
q
ρ
O
唱
’
9
け
●
℃
弓
。
節
。
。
．
卸
づ
．
凸
．
や
O
O
●
①
刈

1
ε
⑧
＜
貯
。
鵯
巴
。
酔
。
》
●
簿
‘
唱
●
。
。
8
ー
ピ

結

び

　
以
上
、
強
力
な
封
建
王
政
が
進
展
す
る
場
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

竜
の
を
列
記
し
た
が
、
征
服
後
イ
ギ
」
ス
社
会
の
封
建
化
過
程
と
平

行
し
て
王
政
組
織
も
発
展
充
実
し
、
所
謂
い
①
σ
q
Φ
ω
属
①
b
賦
息
勺
誌
巳
一

の
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
封
建
王
政
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
、
更
に
そ
れ
を

地
盤
に
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
時
代
の
隆
盛
を
見
る
の
ぞ
あ
る
が
、
綜
合

し
て
去
え
る
事
は
、
共
同
体
の
平
和
、
王
国
の
平
和
と
云
う
理
念
の

下
に
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
の
王
国
統
一
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
封
建
化

と
共
に
そ
れ
と
重
な
り
あ
っ
て
ぞ
ギ
リ
ス
の
王
政
組
織
が
不
断
に
発

展
充
実
し
て
来
て
い
る
と
云
う
事
ぞ
あ
る
。
そ
し
て
十
三
世
紀
と
云

う
時
期
が
、
社
会
経
済
史
的
に
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
頂
点
を
示
す

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
又
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
楽
書
充
実
し
た
時
期
で

も
あ
る
と
云
う
事
実
は
、
正
に
、
中
世
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
王
政
の

発
展
は
決
し
て
封
建
制
を
全
面
的
に
排
除
す
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ

封
建
社
会
を
規
正
す
る
も
の
と
し
て
一
つ
ま
り
ω
雷
窪
8
ρ
忌
9

国
彗
讐
0
3
ρ
毛
嚢
9
ρ
o
o
≦
p
畦
三
三
。
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い

る
様
に
封
建
的
特
権
の
無
規
定
な
行
使
を
阻
止
し
、
封
建
的
特
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

正
し
く
規
定
し
そ
れ
を
保
護
し
て
行
き
；
封
建
社
会
を
正
し
く
秩
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序
づ
け
維
持
し
て
行
く
も
の
と
し
て
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の

発
展
と
共
に
発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
っ
た
事
を
物
甑
㎜
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
王
政
の
進
展
史
上
注
目
さ
れ
る
べ
き
平
和
維

　
　
　
　
⑳

持
官
の
任
命
は
一
o
o
ヨ
Φ
ω
の
裁
判
権
、
軍
事
権
の
伝
統
を
も
受

継
ぎ
、
・
と
も
す
れ
ば
地
方
豪
族
化
せ
ん
と
す
る
州
知
事
に
代
え
て
、

各
州
の
ナ
イ
ト
層
、
α
q
①
露
蔓
層
の
中
よ
り
忠
実
な
王
政
の
9
α
q
Φ
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
1
決
し
て
封
建
的
特
権
を
排
除
せ
ん
と

す
る
意
図
よ
り
出
た
竜
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
節
に
述
べ
た
如
き

げ
。
目
『
葺
ゴ
ぎ
σ
q
矯
跨
9
爵
覧
Φ
q
σ
Q
Φ
と
か
、
（
そ
の
組
織
を
欠
く
地
域
に

お
い
て
は
）
ω
①
ユ
Φ
P
曇
ω
O
h
9
Φ
娼
①
9
0
Φ
と
云
わ
れ
る
官
僚
層
と
か

に
よ
り
維
持
さ
れ
て
来
た
共
同
体
の
平
和
、
王
国
の
平
和
が
、
そ
ヶ
し

た
自
治
組
織
、
官
僚
制
の
怠
慢
・
汚
職
等
に
よ
り
一
路
弛
緩
・
衰
退
の

途
を
辿
る
故
に
、
そ
の
回
生
策
と
し
て
、
中
9
⇔
十
三
Φ
側
σ
Q
Φ
地
域
づ
。
昌
i

坤
p
艮
E
①
Ω
σ
Q
①
地
域
の
別
な
く
、
王
手
の
平
和
を
維
持
す
べ
く
各
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

に
平
和
維
持
官
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
平
和
維
持
官
と
は
従

来
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
自
治
的
・
官
僚
的
平
和
維
持
組
織
を
強
化
す

る
た
め
の
も
の
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
h
壁
爵
℃
δ
α
σ
q
Φ
ω
《
ω
3
日

或
い
は
ω
①
ユ
＄
艮
ω
9
畠
①
弓
＄
o
Φ
　
の
延
長
、
強
化
と
考
え
て
よ

く
、
事
実
、
8
混
け
9
。
欝
冨
Φ
幽
σ
q
①
地
域
に
お
い
て
は
新
し
い
平
和
維

持
官
が
ω
Φ
ユ
①
9
。
箕
ω
o
h
讐
①
思
＄
8
と
全
く
同
じ
職
務
を
行
う
も
の

ぞ
あ
っ
た
故
に
、
一
時
、
平
和
維
持
官
を
任
命
す
る
要
な
し
と
反
対

　
⑧

し
た
事
よ
り
そ
の
事
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
然
し
乍
ら
平
和
維
持
官
の
任
命
は
、
以
上
の
意
味
を
持
つ
限
り
に

お
い
て
は
封
建
社
会
と
全
面
的
に
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
従
来
行

わ
れ
て
来
た
も
の
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
今
迄
よ
り

よ
り
忠
実
な
よ
り
薦
大
な
王
の
官
僚
層
が
各
地
域
に
生
れ
て
来
る
ど

云
う
翻
心
味
に
お
い
て
、
王
政
の
進
展
が
以
後
特
に
著
し
く
封
建
領
主

権
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
封
建
領
主
的
特
権
に
脅
威
を
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
を
威
圧
し
つ
つ
、
究
極
的
に
は
封
建
的
特
権
を
完
金
に
収
奪
し

て
国
家
高
評
を
王
一
身
に
集
中
す
る
絶
対
王
朝
へ
の
傾
斜
を
急
に
し

て
行
く
の
で
あ
っ
た
。

　
十
一
二
世
紀
頃
よ
り
、
王
は
一
定
の
土
地
所
有
者
に
対
し
、
あ
る
程

度
強
行
策
に
訴
え
て
ま
で
ナ
イ
ト
に
叙
任
し
、
ナ
イ
ト
数
の
増
加
を

図
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ω
o
信
鼠
σ
q
Φ
財
源
を
確
保
す
る
と
云

う
財
政
的
二
恩
図
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
又
ナ
イ
ト

に
限
ら
れ
た
る
王
政
の
”
σ
Q
Φ
纂
一
治
安
判
事
と
か
、
そ
の
外
公

共
法
廷
に
お
け
る
公
証
人
、
陪
審
員
、
又
調
査
委
員
と
し
て
も
重
要
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イギリス封建王政の展開について（當沢）

で
あ
っ
た
一
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
行
政
的
意
図
も
含
ま
れ
て
い

　
　
　
　
⑭

た
の
ぞ
あ
り
、
そ
の
様
な
新
し
い
官
僚
層
一
平
和
維
持
官
、
ナ
イ
ト

層
を
通
じ
て
、
封
建
王
政
が
絶
対
王
政
を
志
向
す
る
様
に
な
り
、
そ

れ
を
転
機
に
封
建
王
政
の
進
展
は
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
進
展
と
は

訣
を
分
っ
て
来
る
。
つ
ま
の
封
建
社
会
を
規
正
し
秩
序
づ
け
る
封
建

王
政
よ
り
、
封
建
社
会
を
制
約
し
そ
れ
を
侵
害
し
て
行
く
絶
対
王
政

へ
と
推
冷
し
て
行
く
と
云
え
る
の
ぞ
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
様
に
見
る
と
、
絶
対
王
政
は
、
封
建
王
政
、
そ
の
担
い
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
る
官
僚
層
の
究
極
的
表
現
で
あ
る
と
云
う
極
め
て
政
治
史
的
な
解

釈
も
肝
要
と
な
り
、
又
、
封
建
社
会
の
崩
壊
一
↓
絶
対
王
政
の
成
立

と
云
う
ジ
グ
ザ
グ
な
歴
史
過
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
に
上
層
σ
q
窪
－

鍾
ざ
　
ナ
イ
ト
層
の
官
僚
形
成
と
云
う
事
実
を
考
え
、
　
略
々
十
三
世

紀
頃
を
起
点
と
し
て
、
　
封
建
王
政
が
官
僚
的
上
層
α
q
①
馨
蔓
、
ナ
イ

ト
層
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
絶
対
王
政
を
志
向
す
る
一
つ
の
系
列
と
、

封
建
社
会
が
進
歩
的
σ
q
Φ
づ
跨
下
に
ポ
リ
次
第
に
崩
壊
し
て
資
本
主
義

的
社
会
を
志
向
す
る
も
う
．
一
つ
の
系
列
と
が
あ
り
、
此
の
二
つ
の
系

列
の
乖
離
、
破
綻
が
市
民
革
命
を
呼
ぶ
と
考
え
た
く
、
中
世
末
の
所

謂
二
つ
の
σ
q
Φ
讐
曙
の
類
型
把
握
こ
そ
が
従
来
の
ジ
グ
ザ
グ
な
歴
史

把
握
を
救
う
も
の
で
あ
る
事
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
絶
対
王
政
の

成
立
に
つ
い
て
、
上
層
ひ
Q
Φ
導
暁
団
、
　
ナ
イ
ト
層
出
身
の
官
僚
層
の
形

成
、
封
建
王
政
よ
り
絶
対
王
政
へ
と
云
う
極
め
て
政
治
史
的
な
過
程

を
重
視
す
る
必
要
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

③
の
騨
冨
鋤
自
ユ
8
℃
o
≦
8
騨
ρ
↓
げ
Φ
↓
ぽ
急
8
つ
爵
○
Φ
艮
母
零
℃
騨
Q
。
二

一
。
。
●

⑪
ω
け
口
び
び
ρ
O
℃
・
9
叶
ご
ゆ
N
ω
①
・
平
和
維
持
の
職
務
を
持
っ
て
任
命
さ
れ
た

　
ナ
イ
ト
は
既
に
十
二
琶
紀
末
、
最
高
司
法
官
い
O
昌
σ
q
O
げ
P
日
O
　
の
時
代
に

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ド
、
ス
タ
フ
ァ
ド
州
に
繊
さ
れ
て
い
る
が
、
　
（
ω
審
名
餌
菖
－

切
賊
O
言
炉
8
。
9
f
署
●
①
⑩
1
刈
O
・
）
ヘ
ン
リ
ー
三
世
時
代
一
工
六
四
年
に

各
州
に
一
人
の
。
¢
の
8
ω
℃
p
9
ω
が
任
命
さ
れ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
時
代

　
一
二
七
六
年
州
法
廷
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
事
と
な
り
、
　
～
二
八
五
年

妻
ヨ
O
げ
Φ
ω
富
聴
法
令
に
お
い
て
8
昌
ω
①
目
く
9
）
吋
。
円
。
噛
窪
Φ
℃
①
P
O
㊦
と
呼
ば

れ
、
明
確
な
平
和
維
持
権
が
与
え
ら
れ
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治
下
に
誕
生

す
る
冒
ω
臨
。
①
o
h
匪
Φ
℃
σ
霧
①
の
前
駆
と
な
る
。

⑫
団
o
o
す
8
●
鼻
‘
7
A
・
帥
の
け
Φ
≦
胃
亨
o
d
H
≦
o
P
8
・
o
霊
や
り
。
。
●

⑭
ω
け
Φ
毒
鴛
亨
ゆ
戦
。
毒
ジ
。
や
9
r
》
や
ぴ
。
Q
。
1
卜
⊃
ト
や
》
や
δ
卜
。
一
Q
。
．

⑪
二
陣
α
・
鴇
サ
Φ
。
。
’
デ
ニ
九
〇
年
チ
ェ
シ
ア
ー
の
人
々
は
既
に
今
迄
あ
る
平

和
官
の
組
織
を
維
持
し
て
行
く
負
担
の
上
に
更
に
♂
く
ぎ
。
げ
Φ
馨
①
唱
法
に
よ

る
平
瀦
維
持
官
の
任
命
を
受
け
る
事
に
反
対
し
た
。

⑯
ζ
田
Φ
ひ
O
や
O
罫
℃
や
μ
リ
メ
王
は
各
州
の
ナ
イ
ト
を
利
用
し
て
王
の

行
政
官
と
し
て
行
き
、
び
費
，
O
蝕
p
⊃
一
圏
O
β
O
信
境
の
構
造
弛
緩
と
逆
比
例
し

　
て
、
州
と
云
う
共
同
体
に
お
い
て
ナ
イ
ト
が
活
躍
す
る
様
に
な
っ
て
行
く
。

十
四
世
紀
に
入
る
と
予
知
導
の
エ
リ
ー
司
教
領
侵
害
が
多
く
な
り
司
教
よ
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り
二
二
〇
五
年
の
議
会
に
不
平
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
（
博
凱
P
讐
，
卜
。
ω
P
）

⑮
℃
0
9
ρ
o
Ψ
臼
∫
や
餅
昏
b
℃
●
㎝
ω
ふ
．
王
に
関
係
す
る
事
件
、
公
共

法
廷
に
関
係
す
る
事
務
は
全
部
が
ナ
イ
ト
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ノ
ー
サ
ム

ブ
ト
ソ
州
に
は
ジ
掌
ソ
王
時
代
ナ
イ
ト
が
百
人
足
ら
ず
で
不
足
し
て
い
た

と
云
わ
れ
る
。
極
め
て
面
倒
な
義
務
で
橡
あ
っ
た
が
、
中
に
は
行
政
事
務
、

権
威
行
使
の
好
き
な
ナ
イ
ト
も
あ
ウ
、
本
来
の
軍
事
的
性
格
を
全
く
失
っ

て
専
ら
行
政
、
司
法
官
と
し
て
振
舞
う
者
も
多
か
っ
た
。

　
又
、
彼
ら
ナ
イ
ト
階
級
σ
q
①
β
窪
三
層
が
十
三
世
紀
頃
よ
り
次
第
に
行
政

、
事
務
に
慣
れ
て
来
る
鱗
は
、
U
①
ロ
げ
巳
一
二
O
β
憾
幹
切
b
σ
Φ
隣
0
9
吋
や
の
募
2

鋤
⇔
鳥
叶
財
Φ
　
℃
民
。
〈
酵
｝
o
昌
。
陰
。
噛
芝
Φ
斡
臼
貯
萄
。
叶
①
H
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
様
で

あ
る
が
筆
者
未
見
。
此
の
当
物
の
銚
判
、
○
●
諺
．
国
．
ζ
Φ
Φ
巴
町
α
q
の
旨
護
O
肱
①

9
げ
。
玉
串
。
び
①
答
9
愚
①
幕
ざ
貼
§
賊
①
の
匿
①
（
¢
新
客
z
9
・
。
。
。
ω
．

一
〇
㎝
刈
．
）
よ
り
一
応
の
結
果
は
得
ら
れ
る
。

⑰
○
げ
ユ
欝
Φ
ω
”
諺
⇔
ぎ
膚
。
創
β
o
舘
。
ロ
8
導
①
》
貸
鑓
冨
δ
樗
①
暑
く
①
諏
一
ω
8
巳
矯

O
暁
嵐
Φ
象
O
＜
鵠
国
口
σ
q
ご
誉
9
日
り
㎝
も
⊃
り
O
げ
P
や
く
H
．
帥
習
旨
O
α
q
位
9
に
お
い

　
て
、
封
建
王
政
よ
り
加
肥
対
王
政
へ
の
推
移
過
程
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

　
結
［
局
、
王
の
℃
Φ
畦
の
O
慧
鉱
σ
q
O
〈
O
H
⇔
営
Φ
⇔
け
と
云
う
申
・
櫃
甜
封
建
王
政
の
伝
統

　
が
、
次
第
に
σ
β
叶
①
9
償
O
円
鋤
銘
O
σ
q
O
〈
①
厭
§
①
三
塁
あ
り
方
に
変
っ
て
行
く

　
と
云
・
）
基
本
線
に
墓
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

附
記
こ
の
試
論
は
昭
和
三
十
二
年
度
文
都
省
科
学
研
究
費
の
各
個
研
究

「
西
欧
に
お
け
る
封
建
王
政
と
村
落
共
同
体
」
の
分
担
報
告
の
一
部
で
あ

る
。
　
（
昭
三
三
二
二
・
二
二
）

（
八
四
頁
よ
り
）

メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
ク
に
於
け
る
グ
ー
ッ
ヘ
ル
シ
ヤ
フ
ト
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
　
幸
男

一
八
四
六
～
七
年
の
社
会
危
機
と
篇
月
革
命
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
幹
夫

（
修
士
課
程
）

イ
タ
リ
ア
三
布
フ
イ
レ
ソ
ッ
エ
に
於
け
る
政
治
思
想
　
　
　
谷
　
　

泰

　
一
十
四
世
紀
末
－
十
五
世
紀
初
に
か
け
て
の
人
為
的
都
市
社
会
秩
序

　
意
の
形
嘩
…
一

独
ソ
・
べ
．
ル
リ
ソ
条
約
の
成
立
と
シ
ユ
ト
レ
～
ゼ
マ
ン
の
政
醜
烈
　
野
田
　
宣
雄

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　

三
宅
　
正
…
樹

　
一
権
力
国
家
と
民
主
々
義
ー

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
由
地
底
減
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
幸
夫

　
ー
ス
ト
μ
ソ
グ
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
の
そ
れ
に
つ
い
て
一

古
代
ガ
リ
ア
史
研
…
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
忠
失

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
に
於
け
る
社
会
権
識
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂

　
　
　
地
理
学
専
政

姫
路
近
郊
に
お
け
る
製
革
業

和
歌
山
県
の
二
藍
産
業

弓
が
浜
砂
嚇
の
土
地
利
用

地
域
の
対
外
活
動
と
発
展
方
向

炭
田
地
域
に
お
け
る
都
布
形
成

茶
業
お
よ
び
そ
の
労
働
力
を
通
し
て
み
た
村
落
社
会

（
修
士
課
発
）

》
り
削
げ
属
似
註
N
」
B
同
党
の
痴
俣
元
と
比
定

（
博
士
課
程
修
了
者
研
究
発
表
会
発
表
題
目
）

焼
畑
農
業
の
地
理
学
的
研
究

梅
宮
も
り
よ

小
野
　
菊
雄

坂
本
莫
夫

成
賑
　
孝
三

平
松
　
弘
之

藤
沢
芙
由
子

高
橋
　
　
正

佐
々
木
高
明
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On　the　Development　of　the　English　Feudal　Monarchy

by

Reigan　Tomizawa．

　　This　article　describes　the　development　of　the　English　feudal　’mo－

narchy，　and　attempts　to　consider　that　the　enactments　of　the　borh　or

frankpledge　system　contributed　to　the　developrnent　of　local　governT

ment．　・・Then　it　directs　our　attention　tO　some　concrete　grounds　for

the　development　of　the　EngliSh　’feudal　monarchy，　that　is　（」）　the

abundance　of　royal　demesne，　（ii）　collecting　of　some　publ　ig　services

and　aids，　（iii）　the　relation　between．　manorial　court　and　popular　court，

（iv）　bye－laws一　z’epresentative　of　village　community　一　under　the

control　of　popular　courts，　and　surveys　their　influences　upon　the

English　feudal　lordships．

Around　the　Family　of　a　Gentry（郷士）

by

Toshijiro　Hirayarna

　　This　article　presents　the　introduction　of　the　Heigaemon　Yamamotos，

（山本平左衛門），with　their　friends　and　relations　at　Tahαra－go，　Soe－

gαmi－gun，　Yqmato（大和添上郡田原郷），　of　theπ40（藤堂）clan．　Cer－

tainly　the　E40（江戸）era　was　of　the　society　where　the　status　system

existed；it　is　true　that　the　class　distinction　stood　for　the　military，

agricultural，　’ 奄獅р浮唐狽窒奄≠戟C　and　mercantile　classes，　and　each　way　of　living

was　formed　according　to　each　status，　generally　recognized　that　mar－

riage．　and　association　as　relatives　were　blocked　up　within　each　class．

In　the　case　of　the　Yamamotos（山本），　however，　there　were　many

statuses　of　samurais　6f　many　clans，　the　gardian　family　of　the　Kasuga

Shrine（春日社），　Gentry　of　the　same　status，　tradesmen，　and　also　many

farnilies　who　sent　priests　to　the　great　temples，”around　the　family　of

this　Gentry　according　to　the　Hinami－Silei（日並私記）by　Hei2aemon

Tadatatsu（平左衛門忠辰）which　recorded　the　family　relations　of　the

Yamαmotos（山本），　covering　over　a　few　generations．around　the　Gen一

ク・o肋（元禄）era．　We　expect　reexamination　of　the　social　life　ih　this

era，　especially　of　the　family　by　these　facts，　though　conditions　were

changed　after　the　1動6加（享保）era，
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